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教
育
懇
談
会
の
お
知
ら
せ

2018年度

京
都 受付 10:00～

▶TKPガーデンシティ京都
6.30土

大
阪 受付 9:30～

▶大阪経済大学
土6.23

岡
山 受付 10:00～

▶岡山プラザホテル
7. 8 日

松
山 受付 10:00～

▶未定
7.15 日

受付 10:00～土

▶JRホテルクレメント高松
7. 7高

松

受付 10:00～土

▶名張シティホテル
7.14名

張

～災害に強いまちづくりは健脚から～

10面【キャンパス】・11面【ウオーク】に続く

2017年度大阪経済大学　卒業式・学位授与式を下記のとおり挙行いたします
卒業式・学位授与式のご案内

対象学部：経済学部、人間科学部、	
大学院経済学研究科、

	 大学院人間科学研究科
場　　所：70周年記念館フレアホール
日　　時：2018年3月17日(土)
	 10:00～（入場は9:30～）

対象学部：経営学部、情報社会学部、	
大学院経営学研究科、	
大学院経営情報研究科

場　　所：70周年記念館フレアホール
日　　時：2018年3月17日（土）	

13:00～（入場は12:30～）

お問い合わせ

午前の部 午後の部

大阪経済大学　総務部総務課　（06）6328-2431㈹
●	学生・保護者の方用の駐車場がありません。車でのご来場はご遠慮ください。
●	収容人数の関係で、保護者の方は式場内へお入りいただけないこともあります。あらかじめご了承く
ださい。なお、同館3階の教室において、式典の模様を同時放映いたします。

◆名称　「OSAKA5GO！WALK ～災害に強いまちづくりは健脚から～」
◆場所　大阪経済大学大隅キャンパス、ウオークコースとして東淀川区全域
◆主催　大阪経済大学　◆共催　大阪市東淀川区役所　◆協力　大阪市東淀川消防署
◆協賛　大和リース株式会社、ホーチキ株式会社、株式会社SN食品研究所、株式会社エメラス、大阪シティ信用金庫東淀川支店、 

関西電力株式会社、関電ファシリティーズ株式会社、株式会社近畿大阪銀行、株式会社鴻池組、大成建設株式会社、 
不二サッシ株式会社、南海電設株式会社、株式会社大阪城口研究所、大阪信用金庫、ジャトー株式会社、西日本電信電話株式会社、 
株式会社日興商会、長谷川体育施設株式会社、株式会社フジタ、丸善雄松堂株式会社、山本化学工業株式会社

◆後援　大阪府危機管理室

開
催
概
要

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
２
０
１
７
年
１２
月
２
日

（
土
）、
本
学
主
催
「
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
５
Ｇ
Ｏ
！
Ｗ

Ａ
Ｌ
Ｋ
〜
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
は
健
脚
か

ら
〜
」
を
開
催
。「
予
期
せ
ぬ
災
害
発
生
に
備
え

る
健
脚
づ
く
り
」
を
合
言
葉
に
、
１
６
０
０
名

を
超
え
る
地
域
住
民
、
学
生
が
本
学
大
隅
キ
ャ

ン
パ
ス
に
集
っ
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
巨
大
地
震
等
の
発
生
時
、

外
出
先
で
帰
宅
困
難
者
と
な
っ
た
場
合
に
歩
い

て
帰
れ
る
２０
㎞
を
目
安
と
し
て
、
５
時
間
歩
け

る
健
脚
づ
く
り
と
、
普
段
何
気
な
く
歩
い
て
い

る
ま
ち
を
、
防
災
と
い
う
視
点
か
ら
見
直
し
、

ま
ち
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と
が
目
的
。
防

災
ウ
オ
ー
ク
、
企
業
ブ
ー
ス
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て
、
都
市
型
大

学
と
し
て
の
地
域
の
防
災
活
動
と
健
康
づ
く
り

へ
の
寄
与
、
学
生
の
防
災
教
育
を
目
的
と
し
た

産
官
学
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
運
営
に
は

学
生
約
１
５
０
名
も
参
加
。
大
盛
況
と
な
っ
た
。

●教育環境の整備を推進
　2017年７月11日に理事長拝
命以来、本学を今よりも良い大
学にしたい、少子化の波に抗（あ
らが）い、さらに成長させていき
たいと日々取り組んでおります。
　良い大学かどうかは、数字で
測れるものではありません。卒業
生や保護者の皆様、高校の先生
方に「大阪経済大学に行って、
行かせて、良かった」と思っていただけること、就職先の企業様から
「大阪経済大学の卒業生はバイタリティ、積極性があり将来が期待でき
る」と評価いただけることが、何よりも大切だと私は考えます。そのた
め、先生方に研究を深め、充実した教育内容を学生に提供してもらうと
ともに、私たち大学運営側は、学びの環境を一層整備していく所存です。

●地域と共存する大学を
　また、大学と地域の方々とのつながりも、とても大切だと思いま
す。12月2日、本学と東淀川区の共催により、防災と健康のイベント
「OSAKA 5GO!WALK」を開催いたしました。多くの地域の方々に参加
していただけたことは、誠に喜ばしい限りです。長年にわたり企業に
勤務してきた経験から、私はどのような組織も、その拠点のある地域
の方々と共存共栄することなくして、存続し得ないと考えています。
今後も、このような公開イベントや社会人講座などを拡充し、地域の
方々に大学の知を提供させていただきたいと考えています。またその
ような機会が、教職員、学生にとって新たな刺激となることを切に願
っております。

大阪経済大学  理事長　藤本二郎

地域とともに栄える
学びの場を目指して

開催！



　本学で6月26日から
実施した海外の学生に向
けてのショートプログラム
「Horizons Summer 

Program」に向けて、
関西大学から山本英一
教授をお招きし、「英
語による教授法」をテ
ーマにお話しいただき

ました。昨年7月にも同様の内容で全学FDフォーラムを開催
しましたが、関西大学での最新の取り組みをお聞きし、
「Horizons Summer Program」をより良いものにするため企
画されました。
　先進的な取り組みを目の当たりにし、プログラムに関わる
メンバーからは多数の質問が飛び出し、活発な意見交流が行
われ、プログラムに向けてメンバーら関係者の士気が高まり
ました。
　英語を介した授業を行うための教員研修や、ICTを活用し
て主体的な学びを促進させる取り組みなど、とても興味ある
内容でしたが、教員負担の増加、日本人学生の英語力などの
課題があることをお聞きすることができました。
　今後、本学においても、英語で授業を行うことだけが目的
とならないよう、海外協定校からの受入れ、そして本学学生
の留学先確保に向けて、FD活動という形で支援を行いたいと
考えています。
【参加者】33名（教員20名、職員13名）
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大
阪
経
済
大
学
体
育
会
ア
メ
リ
カ

ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 

創
部
５０
周
年
記

念
式
典
・
祝
賀
会
が
２
０
１
７
年
７

月
３０
日（
日
）正
午
か
ら
Ｄ
館
３３
教
室

で
開
催
さ
れ
、
総
勢
２
５
０
名
を
超

え
る
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
や
連
盟
関
係
者
ら

が
列
席
し
た
。
開
会
の
挨
拶
で
は
Ｏ

Ｂ
会
会
長
の
藤
田
広
二
郎
氏
が
「
５０

年
前
に
産
声
が
あ
が
り
、
色
ん
な
こ

と
が
あ
っ
た
が
、
今
期
の
ボ
ン
バ
ー

ズ
の
成
績
は
皆
さ
ん
の
尽
力
の
賜

物
。
次
の
５０
年
へ
と
伝
統
を
つ
な
い

で
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
。
続
い

て
德
永
光
俊
学
長
が
、「
学
生

主
導
に
よ
る
オ
ー
ル
大
経
大

の
雰
囲
気
が
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
を
中
心
に
作
ら
れ

つ
つ
あ
る
。
こ
れ
が
大
学
ス
ポ
ー
ツ

の
本
来
の
姿
だ
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
ボ

ン
バ
ー
ズ
は
１
９
６
７
年
に
創
設
し
、

当
時
は
神
崎
川
の
土
手
の
石
拾
い
を

し
な
が
ら
練
習
場
所
を
確
保
し
て
い

た
。
過
去
に
は
１
部
リ
ー
グ
に
在
籍

し
、
１
０
０
名
を
超
え
る
部
員
数
を

擁
し
た
時
代
も
あ
っ
た
が
、
近
年
は

３
部
リ
ー
グ
に
低
迷
し
て
い
た
。
し

か
し
、
創
部
５０
周
年
を
迎
え
る
年
に

２
部
リ
ー
グ
に
昇
格
し
、
古
豪
復
活

を
目
指
し
て
い
る
。
現
在
、
選
手
約

５０
名
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
約
２０
名
の
部
員

が
お
り
、
学
生
主
導
で
日
々
の
練
習

を
行
っ
て
い
る
。

　

祝
賀
会
で
は
、
日
本
全
国
か
ら
、

さ
ら
に
遠
く
は
海
外
か
ら
駆
け
付
け

た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
た
ち
が
、
賑
や
か
に

歓
談
し
旧
交
を
温
め
た
。
ま
た
会
場

で
は
、
ボ
ン
バ
ー
ズ
の
５０
年
を
振
り

返
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
も
上
映
さ
れ
、

テ
ン
ポ
の
い
い
音
楽
と
共
に
、
当
時

の
試
合
風
景
や
自
身
の
勇
姿
に
大
き

な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
た
。
功
労

者
表
彰
で
は
、
創
部
の
際

に
多
大
な
支
援
と
ご
尽
力
を

さ
れ
た
、
故
岡
本
昌
夫
先
生
に

記
念
品
が
授
与
さ
れ
、
代
理
と

し
て
元
総
監
督
の
坂
本
宏
治

氏
に
岡
本
先
生
へ
の
熱
い
想

い
と
共
に
受
け
取
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　

最
後
に
、
監
督
の
近
藤
信
彰
氏
か

ら
新
チ
ー
ム
を
紹
介
。
主
将
の
原
慎

之
介
さ
ん（
人
間
科
学
部
４
年
）は

「
沢
山
の
人
が
応
援
し
て
く
れ
て
い
る

と
実
感
し
て
い
る
。
皆
さ
ん
の
想
い

を
背
負
い
、
最
後
ま
で
戦
い
抜
く
」

と
決
意
を
語
っ
た
。
そ
の
後
、
全
員

で
学
歌
を
斉
唱
し
、
閉
会
と
な
っ
た
。

アメリカンフットボール部　創部50周年記念式典

　

２
０
１
７
年
６
月
２６
日（
月
）
〜

７
月
８
日（
土
）の
２
週
間
に
わ
た

り
、
海
外
学
生
を
対
象
と
し
た
、

オ
ー
ル
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
に
よ
る

短
期
受
入
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
第
１
回

Horizons Summer Program

を
開

催
し
た
。
本
学
が
短
期
受
入
れ
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
の
は
、
今

回
が
初
め
て
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
の
は

外
国
貿
易
大
学（
ベ
ト
ナ
ム
）、
バ

ン
コ
ク
大
学（
タ
イ
）、
上
海
対
外

経
済
貿
易
大
学（
中
国
）、
国
立
台

中
科
技
大
学（
台
湾
）か
ら
来
た
６

名
の
学
生
た
ち
。
彼
ら
は
６
回
の

日
本
語
講
座
に
加
え
、
１４
名
の
本

学
教
員
陣
に
よ
る
、
日
本
の
文
化
、

経
済
、
社
会
な
ど
に
関
す
る
話
題

性
の
あ
る
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
専
門

講
義
を
受
講
し
た
。

　

藤
原
健
講
師（
人
間
科
学
部
）に

よ
る
“Nonverbal Communication 

in Japan

”
は
、
日
本
人
の
非
言
語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
特
徴
が

テ
ー
マ
。
日
本
人
と
つ
き
あ
う
方

法
に
つ
い
て
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
よ

う
な
内
容
だ
っ
た
。
受
講
生
か
ら

は
「
日
本
人
と
台
湾
人
、
中
国
人
、

さ
ら
に
ア
ジ
ア
や
西
欧
の
人
達
の

非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

違
い
が
よ
く
分
か
る
、
す
ば
ら
し

い
講
義
で
し
た（Andrew Samuel 

Walton

さ
ん
・
国
立
台
中
科
技
大

学
）」。「
学
問
的
で
、
か
つ
実
践
的

な
内
容
。
今
後
、
日
本
人
の
友
人

や
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
を
つ
く

っ
て
い
く
上
で
役
立
つ
と
思
い
ま

す
（Nguyen Son Ha Anh 

さ

ん
・
外
国
貿
易
大
学
）」
な
ど
の
声

が
挙
が
っ
た
。

　

一
方
、
本
村
光
江
教
授（
経
済
学

部
）の
“Animal Welfare in the 

World

”
は
、
近
年
世
界
中
で
論

争
を
巻
き
起
こ
し
て
い
る
「
動
物

の
福
祉
」
が
テ
ー
マ
。
そ
の
考
え

方
を
「
動
物
が
生
き
る
権
利
」
と

対
比
し
な
が
ら
明
ら
か
に
し
た
の

ち
、
大
阪
市
に
お
け
る
野
良
猫
対

策
に
つ
い
て
も
講
義
し
た
。
受
講

生
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
国
の
事

情
を
情
報
共
有
し
つ
つ
、
活
発
な

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
講
生
た
ち

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
外
活
動
に
参

加
し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ

で
は
、
京
都
・
奈
良
・
神
戸
で
の

寺
社
訪
問
や
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
体

験
に
加
え
て
、
大
阪
城
散
策
や
企

業
博
物
館
の
見
学
な
ど
を
通
じ
て
、

日
本
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

　

ま
た
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
国
際
交

流
ラ
ウ
ン
ジ
で
実
施
さ
れ
て
い
る

英
語
カ
フ
ェ
（E-Café

）に
も
参
加

し
て
、
国
際
的
な
雰
囲
気
の
中
で

本
学
学
生
と
の
交
流
機
会
を
も
っ

た
。

　

石
原
啓
国
際
交
流
課
長
は
「
サ

マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
学

生
た
ち
は
意
欲
的
で
す
ね
。
短
期

間
に
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
本
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
主
な
目
的
は
、
本
学
学

生
の
留
学
先
の
拡
充
と
キ
ャ
ン
パ

ス
の
国
際
化
で
す
。
こ
の
目
的
の

た
め
、
海
外
学
生
に
日
本
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
協
定
校

な
ど
と
の
相
互
交
流
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
本
学
学
生
の
グ
ロ
ー

バ
ル
マ
イ
ン
ド
の
醸
成
を
方
針
と

し
て
挙
げ
て
い
ま
す
。
本
学
学
生

と
海
外
学
生
が
相
互
に
刺
激
し
合

い
、
国
際
的
な
考
え
方
と
新
た
な

価
値
観
を
獲
得
し
て
い
く
こ
と
も

期
待
し
て
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

伝
統
を
胸
に

新
た
な
歴
史
を
創
る

海外からの留学生に

全英語プログラムを提供
Horizons Summer Program 2017

●藤田広二郎氏（当部OB会・会長）
　当部は河川敷から
スタートし、強くなっ
て認めてもらいたい一
心で頑張ってきまし

た。2部では強豪チームと戦うこ
とになります。選手たちは、ど
んなに辛くても諦めず、絶対に
負けないという『井高野魂』を
後輩につなぎ、這い上がってい
ってほしい。

●近藤信彰氏（当部監督）
　アメリカンフットボ
ールのルールなどが日
進月歩するなか、変化
してはいけないのは、

社会で通用する人材を育成すると
いう大学スポーツの本分。自身の
役割を全うすることでチームの勝
利が得られるという成功体験を重
ね成長していってほしい。

全学FD委員会では、本学
の教育の質を向上させるた
めに6月にフォーラムを行
いましたのでご報告します。

FD通信
英語による授業の展開

-その実践と課題-

第36回全学FDフォーラム

●2017年6月9日（金）16:30-18:00　B館2階　B21教室
　関西大学 国際副部長・国際教育センター長
　国際部　山本英一 教授

創成期のリーグ資料

E
―
C
a
f
é
に
て
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後
も
、
現
役
学
生
・
同
窓
生

を
含
め
て
の
『
つ
な
が
る
力

№
１
』、『
経
済
経
営
系
私
立

大
学
に
お
け
る
№
１
』
を
め

ざ
す
」
と
さ
ら
な
る
意
欲
を

示
し
た
。

　

続
い
て
田
村
正
晴
会
長
が

「
奨
学
金
の
同
窓
会
枠
を
新
設

し
、
今
年
度
か
ら
実
施
し
た
。

地
方
か
ら
多
様
な
学
生
が
集

う
大
学
で
あ
り
続
け
る
た
め

の
『
同
窓
会
遠
隔
地
学
生
奨

学
金
』
と
、
家
庭
の
事
情
な

ど
に
よ
り
学
業
継
続
が
難
し

い
学
生
へ
の
『
同
窓
会
緊
急

修
学
援
助
奨
学
金
』
と
い
う

２
つ
の
奨
学
金
制
度
だ
。
金

額
の
多
少
に
関
わ
ら
ず
長
期

的
な
寄
付
を
お
願
い
し
た
い
」

と
協
力
を
仰
い
だ
。

　

次
い
で
、
こ
の
た
び
本
学

理
事
長
を
退
任
さ
れ
た
佐
藤

武
司
氏
を
は
じ
め
、
永
年
に

わ
た
っ
て
大
樟
会
役
員
等
を

務
め
、
こ
の
ほ
ど
退
任
さ
れ 挨拶をする田村会長

　

午
前
１１
時
、
小
林
眞
人
大

樟
会
副
会
長（
３２
回
）の
司
会

で
総
会
が
ス
タ
ー
ト
。
物
故

者
へ
の
黙
祷
、
本
学
グ
リ
ー

ク
ラ
ブ
１８
名
と
参
加
者
に
よ

る
学
歌
斉
唱
に
続
き
、
藤
本

二
郎
理
事
長
、
德
永
光
俊
学

長
、
田
村
正
晴
大
樟
会
会
長

が
式
辞
を
述
べ
た
。

　

今
年
７
月
に
就
任
し
た
藤

本
理
事
長
は
「
本
学
を
今
以

上
に
良
く
す
る
た
め
、
①
本

学
の
知
名
度
を
上
げ
る
②
本

学
の
フ
ァ
ン
を
つ
く
る
③
本

学
の
構
造
改
革
を
進
め
る
」

と
抱
負
を
語
っ
た
。
就
任
後
、

す
で
に
企
業
約
３０
社
を
訪
問

し
た
理
事
長
だ
が
、
遠
隔
地

域
の
各
支
部
長
に
対
し
て
地

元
の
高
校
訪
問
へ
の
協
力
を

要
請
し
た
。

　

德
永
学
長
は
、
本
学
の
ク

ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
の
成

果
を
伝
え
、「
準
硬
式
野
球
部

の
試
合
で
、
現
役
学
生
と
同

窓
生
が
参
加
し
『
オ
ー
ル
大

経
大
』
で
応
援
し
た
こ
と
は

す
ば
ら
し
い
」
と
語
り
、「
今

少
子
化
時
代
、
今
後
一
層
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
母
校
へ
！

新
理
事
長
を
迎
え
、

90
周
年
、
100
周
年
に
向
け
邁
進
！

談
笑
が
会
場
に
響
い
た

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
懇
親
会

　

快
晴
の
秋
空
が
広
が
る
２
０
１
７
年
１１
月
４
日（
土
）、
大
樟
祭

で
賑
わ
う
母
校
・
Ｄ
館
２１
教
室
で
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
・
大
樟

会
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
全
国
の
同
窓
生
ら
３
４
１
名
が
参
加
し
、

総
会
に
続
い
て
小
谷
融
副
学
長
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
後
、

学
生
会
館
で
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

2017ホームカミングデー・大樟会総会、賑やかに挙行

感謝状を贈呈された方
・本学前理事長 　佐藤  武司様（30回）
・前奈良支部長 　西本  集一様（23回）  
・前愛媛支部長 故眞鍋  一美様（32回） 
・前熊本支部長 　濵　　　忍様（35回）   
・前 監 事 　大西  健介様（35回）　 
・前 監 事 　秋山  治信様（37回）

▼バブル時代とNTT株式の売出し

　1980年代後半からのバブル崩壊
の過程において、数多くの証券スキ
ャンダルが起こりました。その不祥
事が、人々の証券投資にどのような
影響を与えたのかをみていきます。
バブルと聞いて、まず私が思い出す
のは、当時ブームとなったディスコ
「ジュリアナ東京」、そして、東京証
券取引所の「場立ち」です。現在は
取り引きがコンピュータ化されてみ
られませんが、当時は、手のサイン
を使って投資家の売買注文をさばい
ていた人たち（「場立ち」）が、場内
に立ちつくしていた風景が印象的で
した。
　1986年11月のNTT株売出しは、
個人投資家の裾野を拡大させまし
た。上場後の初値は、売り出し価
格の約1.3倍。上場後の最高値は初
値の約2倍、バブル末期の個人株主
数は160万人を超えましたが、90年
代初頭に株価は初値の約3分の1に
なりました。なお、日経平均株価は
1989年末に、史上最高値3万8915
円87銭となっています。

▼リクルート事件が投資家に 
　与えたもの
　リクルート社が政財界の要人に、

子会社リクルートコスモスの未公開
株を譲渡し、贈賄の罪に問われた
「リクルート事件」。初めの譲渡は1
株1200円程度で、上場後の初値は
約5270円。政治家らに多額の収益
をもたらしました。この事件を機
に、政治資金規制法や政党助成法、
小選挙区比例代表並立制が成立し
ます。では、事件により証券制度は
どのように変わったのでしょうか。
　最近の新規公開株（IPO）銘柄の公
募価格と初値を見ても、概ね公募
額が低めに設定され、購入できれ
ば利益が得られる傾向です。リクル
ート事件の頃は、その利益がさらに
大きかった。また、株式の配分方
法にも規制がなかったので、発行者
が証券会社に対して譲渡先を指定
したり、証券会社が資産家や手数
料の多い顧客を優先して割り当てた
りしていたのです。
　事件の後、一般投資家に不公平
感を与えないよう、IPOの応募は抽
選となり、特定の人々への集中的配
布が禁止されました。リクルート事
件が一般投資家にもたらしたメリッ
トと言えるでしょう。

▼小糸製作所対ピケンズ事件の 
　顛末と影響
　次に、バブル期の企業買収につ

講
師　

大
阪
経
済
大
学
副
学
長　

小
谷 

融　

教
授

証
券
不
祥
事
と
法
規
制

　
総
会
終
了
後
、
小
谷
融
本
学
副
学
長
に
よ
る
記
念
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。
同
氏
は

１
９
７
５
年
に
本
学
経
営
学
部
を
卒
業
し
、
大
阪
国
税
局
、
大
蔵
省
理
財
局
・
証
券

局
、
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
等
を
経
て
現
職
。
本
学
理
事
・
副
学
長
・
情
報
社
会

学
部
教
授（
財
務
会
計
論
・
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
論
ほ
か
）、
博
士（
経
済
学
）。

いて。1986年、日本土地グループが
トヨタグループの豊田自動織機の株
式を買い集め、トヨタ自動車などが
時価を大幅に上回る価格で買い戻
しました。これを見た麻布自動車
が、トヨタ系の小糸製作所の株式
を買い集めますが、トヨタ自動車は
買い取りを断ります。そこで麻布自
動車は、ブーン・コーポレーション
のピケンズ氏に株式を譲渡したので
す。小糸製作所とピケンズ氏の対立
は続き、やがて日米の経済摩擦に
まで発展しました。この「小糸製作
所対ピケンズ事件」により、証券市
場の規制として、大量保有報告書
制度の導入、公開買付制度の改正
が行われました。つまり、一定の基
準を超えた場合は、いつ・誰が・ど
んな目的で・どれだけ株式を買い占
めているか分かるよう、投資家に公

開する仕組みができました。株を買
い集められた会社は、防衛策を考
えられるようになったのです。

▼ライブドア、村上ファンドと法規制

　ライブドア・堀江貴文さんと、村
上ファンド・村上世彰さんについて
は、記憶に新しいところです。「ラ
イブドア対ニッポン放送事件」や
「村上ファンドによる阪神電鉄株の
買い集め」によって、公開買付制度
の適用範囲が拡大します。例えば、
市場外で5％を超える株式を買い集
める場合に適用されるようになりま
した。
　最後に、同窓会支部の集まりに
呼んでいただければ、具体的な事
例を交えて楽しく分かりやすく講演
しますので、機会がありましたらぜ
ひお声掛けください。

た
６
氏（
別
掲
）に
感
謝
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
、
前
奈
良

支
部
長
の
西
本
集
一
氏
が
代

表
し
て
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。

ま
た
、
急
逝
さ
れ
た
前
愛
媛

支
部
長
・
眞
鍋
一
美
氏
の
代

理
で
、
奥
様
が
感
謝
状
を
受

領
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
出
席
の
来
賓
が

紹
介
さ
れ
、
セ
レ
モ
ニ
ー
は

つ
つ
が
な
く
終
了
。
引
き
続

き
、
小
谷
副
学
長
に
よ
る
講

演
会（
別
掲
）が
開
か
れ
た
。

　

学
生
会
館
２
階
に
場
所
を

移
し
、
１２
時
４５
分
か
ら
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
懇
親
会
が

開
か
れ
た
。

　

司
会
の
本
学
総
務
部
・
筒

美
由
紀
さ
ん
が
高
ら
か
に
開

会
を
宣
言
、
初
め
に
藤
本
理

事
長
が
「
少
子
化
時
代
を
迎

え
、
大
学
経
営
は
難
し
く
な

っ
て
い
る
が
、
バ
イ
タ
リ
テ

ィ
と
セ
ン
シ
ビ
リ
テ
ィ
に
満

ち
あ
ふ
れ
る
学
生
の
育
成
に

集
中
し
、
大
学
改
革
を
進
め

て
い
く
」
と
挨
拶
。
そ
の
後
、

藤
本
理
事
長
、
德
永
学
長
、

田
村
会
長
の
３
名
が
登
壇
し
、

景
気
の
よ
い
「
ヨ
イ
シ
ョ
」

の
か
け
声
と
共
に
鏡
開
き
が

行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
、
德
永
学
長
が

「
本
学
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
れ
ば
と
思
い
、
先
日
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
『
や
ま
と
偉
人
伝
』

に
出
演
し
た
が
、
収
録
は
１

時
間
で
放
送
は
た
っ
た
３０
秒

だ
っ
た（
笑
）」
と
会
場
を
沸

か
せ
、「
乾
杯
！
」
の
発
声
を

行
っ
た
。

　

軽
音
楽
部
Ｏ
Ｂ
ら
の
「
上

新
庄
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
」
の

ジ
ャ
ズ
演
奏
が
流
れ
る
中
、

豪
華
な
料
理
を
味
わ
い
つ
つ
、

し
ば
し
歓
談
の
時
が
流
れ
た
。

終
盤
に
は
抽
選
会
が
開
か
れ
、

プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
の
山
下
一
佳

総
務
部
長
が
当
選
番
号
を
読

み
上
げ
る
と
、
１
等
に
は
西

村
幸
雄
氏（
４３
回
）が
当
選
。

賞
品
は
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
で
、

１
等（
３
万
円
相
当
）、
２
等

（
１
万
円
相
当
）、
３
等（
５
０

０
０
円
相
当
）と
特
別
賞
・

賀
茂
泉
酒
造
の
日
本
酒
で
、

あ
わ
せ
て
１６
名
が
当
選
し
た
。

　

最
後
に
、
福
田
敏
裕
元
応

援
団
副
団
長（
３７
回
）が
エ
ー

ル
を
切
り
学
歌
・
逍
遥
歌
を

全
員
で
歌
い
、
山
本
隆
造
大

樟
体
育
会
会
長（
３７
回
）の
音

頭
で
万
歳
三
唱
。
崎
田
洋
一

本
学
常
務
理
事
が
「
新
理
事

長
と
学
長
の
も
と
で
力
強
く

大
学
運
営
を
進
め
て
い
き
た

い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。
参

加
者
は
、
互
い
に
来
年
の
再

会
を
誓
い
合
い
、
懇
親
会
は

閉
幕
し
た
。



　本学のゼミ対抗研究発表大会、
第８回ＺＥＭＩ―1グランプリ1st 
STAGEが2017年10月28日（土）、
2nd STAGE・Final STAGEが11
月４日（土）にそれぞれ行われた。
　今回のテーマは「Action―変え
られるのは未来と自分―」。毎年恒
例となっているゼミ対抗イベント
が今年もスタートした。

42018年1月

　

第
８
回
Ｚ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
―
１
グ
ラ
ン

プ
リ1st STAGE

が
２
０
１
７
年

１０
月
２８
日（
土
）午
前
１０
時
３０
分
か

ら
、
Ｅ
館
２
〜
５
階
の
各
教
室
で

行
わ
れ
た
。

　

今
回
は
２３
ゼ
ミ
か
ら
参
加
し
た

５９
チ
ー
ム
が
参
加
。
６
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
か
れ
て
、
渾
身
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

午
前
の
部
で
は
、
細
川
ゼ
ミ
の

「
ス
リ
ム
リ
バ
ー
」
が
「
ベ
ト
ナ
ム

人
技
能
実
習
生
の
問
題
と
改
善
策
」

の
テ
ー
マ
で
、
技
能
実
習
生
の
日

本
語
能
力
を
高
め
る
教
育
の
必
要

性
と
施
策
を
提
案
。
小
川
ゼ
ミ
の

「DNN.com

」
は
「
う
わ
っ
・
・
・

私
の
コ
ミ
ュ
力
、
低
す
ぎ
・
・
・
？

企
業
と
学
生
の
ズ
レ
」
の
テ
ー
マ

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
に
関

す
る
企
業
と
学
生
の
認
識
の
ズ
レ

を
指
摘
し
、
傾
聴
力
や
伝
達
力
を

鍛
え
る
必
要
性
と
方
策
を
ア
ピ
ー

ル
。
相
原
ゼ
ミ
の
「
相
原
ゼ
ミ
Ａ

班
」
は
「
神
戸
ス
ポ
ー
ツ
映
画
祭

〜
若
い
世
代
の
集
客
数
向
上
を
目

指
し
て
〜
」
の
テ
ー
マ
で
、
若
者

を
集
客
す
る
た
め
の
学
生
主
催
の

融
合
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
提
案
。
二

本
杉
ゼ
ミ
の
「Two Cedars 

〜

NEO

〜
」
は
「
お
ひ
と
り
さ
ま
っ

て
ど
ん
な
ひ
と
？
」
の
テ
ー
マ
で
、

お
ひ
と
り
さ
ま
行
動
を
す
る
人
の

属
性
を
調
査
・
分
析
。
藤
澤
ゼ
ミ

の
「
み
な
こ
」
は
「
最
後
ま
で
自

分
ら
し
く
あ
る
た
め
に
〜
安
楽
死

と
言
う
考
え
方
〜
」
の
テ
ー
マ
で
、

安
楽
死
を
合
法
化
す
る
た
め
の
許

容
要
件
な
ど
を
考
察
し
た
。

　

午
後
の
部
で
は
、
藤
本
ゼ
ミ
の

「
白
馬
し
ら
べ
隊
」
が
「
外
国
人
観

光
客
で
栄
え
る
村
」
の
テ
ー
マ
で
、

長
野
県
白
馬
村
の
集
客
増
加
の
た

め
の
方
策
や
課
題
を
提
示
。
橋
本

ゼ
ミ
の
「
チ
ー
ム
カ
メ
ち
ゃ
ん
ズ
」

は
「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
と
大
学
生
」
の

テ
ー
マ
で
、
パ
チ
ン
コ
を
始
め
る

動
機
の
分
析
に
よ
り
ギ
ャ
ン
ブ
ル

予
防
の
方
策
を
探
っ
た
。
山
本
・

鈴
木
ゼ
ミ
の
「
う
ふ
ふ
フ
ァ
ミ
リ

ー
」
は
「
家
族
シ
ス
テ
ム
論
研
究
」

の
テ
ー
マ
で
、
家
族
と
い
う
社
会

集
団
に
つ
い
て
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
考

察
。
漆
ゼ
ミ
の
「
さ
き
ち
ゃ
ん
ず

☆
」
は
「
教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー
は
貧

困
を
救
う
〜
高
等
教
育
は
こ
う
変

わ
る
〜
」
の
テ
ー
マ
で
、
高
等
教

育
の
無
償
化
に
着
目
し
、
そ
の
条

件
や
財
源
な
ど
を
考
察
。
德
永
ゼ

ミ
の
「
德
ち
ゃ
ん
ず
Ｐ
Ｅ
」
は

「
漆
刷
毛（
う
る
し
ば
け
）
〜
消
え

た
漆
刷
毛
を
追
っ
て
〜
」
の
テ
ー

マ
で
、
漆
刷
毛
の
歴
史
や
現
状
か

ら
日
本
の
伝
統
工
芸
品
の
重
要
性

を
訴
え
た
。

　

続
く
結
果
発
表
で
は
、
本
学
Ｏ

Ｇ
で
審
査
員
を
務
め
た
富
士
通
株

式
会
社
の
足
立
悠
希
さ
ん（
情
報
社

会
学
部
〔
８３
回
卒
〕）が
「
年
々
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
る
と
感
じ
た
。

目
的
を
持
っ
て
参
加
す
る
こ
と
が

成
長
に
つ
な
が
る
。
決
勝
に
向
け

て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
ほ
し

い
」
と
講
評
。
そ
し
て
、
各
ブ
ロ

ッ
ク
の
上
位
３
チ
ー
ム
を
発
表
。

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
１
位
と
な
っ
た
宮

川
ゼ
ミ
「
は
い
さ
い
」、「
リ
ベ
ラ

ラ
」、
服
部
ゼ
ミ
「
チ
ー
ム
伸
び
し

ろ
」、
善
如
ゼ
ミ
「
と
に
か
く
明
る

い
悠
介
」、
服
部
ゼ
ミ
「
チ
ー
ム
か

ら
紅
」、
藤
原
ゼ
ミ
「Tree

」
の
学

生
か
ら
歓
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

白馬しらべ隊

2017.10.28 sat

1st
 STAGE

スリムリバー相原ゼミA班

みなこチームカメちゃんズ

DNN.com

うふふファミリーさきちゃんず☆德ちゃんずPE

優勝は

第1位
Tree

藤原忠毅ゼミ

藤原ゼミTree
高レ
ベル
の

激戦
を制
す！

Action
―変えられるのは未来と自分―

運
営
を
支
え
て
大
活
躍
し
た
学
生
ス
タ
ッ
フ
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第
８
回
Ｚ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
―
１
グ
ラ
ン

プ
リ
の2nd STAGE

は
２
０
１
７

年
１１
月
４
日（
土
）午
前
９
時
５０
分

か
ら
、
Ｅ
館
４
〜
５
階
の
各
教
室

で
行
わ
れ
た
。
２
位
・
３
位
と
な

っ
た
１２
チ
ー
ム
が
２
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
か
れ
て
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

さ
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
を
披
露
。Final 

STAGE

へ
の
出
場
権
を
巡
り
競
い

合
っ
た
。

　

服
部
ゼ
ミ
の
「
チ
ー
ム
も
ち
ょ

も
ち
ょ
」
は
「
う
わ
っ
・
・
・
私

の
選
択
肢
、
少
な
す
ぎ
・
・
・
？

〜
選
択
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
と
選
択

機
会
の
不
平
等
認
知
〜
」
の
テ
ー

マ
で
、
選
択
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に

つ
い
て
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試
験
で

検
証
。
渡
邉
ゼ
ミ
の
「
チ
ー
ム
め

い
す
い
君
の
お
供
た
ち
」
は

「Information

〜
情
報
次
第
で
若
者

の
投
票
率
は
変
わ
る
の
か
〜
」
の

テ
ー
マ
で
、
若
者
の
投
票
率
を
上

げ
る
た
め
の
施
策
を
提
示
。
二
本

杉
ゼ
ミ
の
「
チ
ー
ム
五
本
杉
」
は

「Change

〜
文
章
で
変
わ
る
寄
付
者

心
理
〜
」
の
テ
ー
マ
で
、
ネ
ッ
ト
で

寄
付
を
募
る
際
の
文
章
に
よ
る
心

理
的
影
響
を
調
査
分
析
。
中
村
ゼ

ミ
の
「T-CANVers

」
は
「
ユ
ー
ザ

プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
タ
ッ
チ
ナ
ビ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
『YUPOTANA

』」
の
テ
ー
マ

で
、
属
性
と
動
機
を
考
慮
し
た
情

報
発
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
。
善
如

ゼ
ミ
の
「
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
左
腕
」
は

「
後
出
し
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
〜
１
度
に
言

わ
な
い　

待
つ
の
〜
」
の
テ
ー
マ

で
、
ど
う
す
れ
ば
人
を
説
得
で
き

る
か
を
実
験
で
検
証
。
中
村
ゼ
ミ

の
「
チ
ー
ム
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
３
」
は
「
広

帯
域
超
音
波
搭
載
シ
ュ
ー
ズ
を
用

い
た
歩
道
空
洞
調
査
サ
ー
ビ
ス

『with SHOES

』」
の
テ
ー
マ
で
、

歩
く
こ
と
で
道
路
の
陥
没
箇
所
を

見
つ
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
。

　

審
査
の
結
果
、
二
本
杉
ゼ
ミ
の

「Two Cedars

〜NEO

」、
善
如
ゼ

ミ
の
「BOSS

の
左
腕
」
がFinal 

STAGE

へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

　

午
後
か
ら
のFinal STAGE

で

は
、1st STAGE

で
１
位
に
な
っ

た
６
チ
ー
ム
と2nd STAGE

で
１

位
に
な
っ
た
２
チ
ー
ム
の
計
８
チ

ー
ム
が
対
戦
。
昨
年
の
優
勝
チ
ー

ム
・
宮
川
ゼ
ミ
か
ら
ト
ロ
フ
ィ
ー

が
返
還
さ
れ
た
後
、
宮
川
ゼ
ミ
の

「
は
い
さ
い
」
が
「
グ
ー
ス
ー
ヨ
ー

部
活
し
て
た
さ
ー
？
（
み
な
さ
ん

部
活
し
て
い
ま
し
た
か
？
）」
の
テ

ー
マ
で
、
部
活
動
の
経
験
が
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
の
ラ
イ

フ
ス
キ
ル
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い

て
考
察
。
宮
川
ゼ
ミ
の
「
リ
ベ
ラ

ラ
」
は
「Dream Come True

〜

な
り
た
い
自
分
に
な
る
〜
」
の
テ

ー
マ
で
、
良
い
イ
メ
ー
ジ
の
持
つ

力
に
つ
い
て
検
証
。
服
部
ゼ
ミ
の

「
チ
ー
ム
伸
び
し
ろ
」
は
「
最
初
or

最
後　

最
善
の
選
択
〜
順
序
の
違

い
が
評
価
に
及
ぼ
す
影
〜
」
の
テ

ー
マ
で
、
順
序
に
よ
る
好
感
度
へ

の
影
響
を
調
査
分
析
。
善
如
ゼ
ミ

の
「
と
に
か
く
明
る
い
悠
介
」
は

「
私
た
ち
の
性
格
は
ど
こ
ま
で
変
わ

る
？
」
の
テ
ー
マ
で
、
職
場
な
ど

の
組
織
が
上
司
の
性
格
に
影
響
を

受
け
て
い
る
と
の
仮
説
を
検
証
。

服
部
ゼ
ミ
の
「
チ
ー
ム
か
ら
紅
」

は
「
あ
な
た
は
コ
イ
ン
何
枚
立
て

ら
れ
る
？
〜
目
標
設
定
の
違
い
が

作
業
効
率
に
及
ぼ
す
影
響
〜
」
の

テ
ー
マ
で
、
目
標
設
定
理
論
に
基

づ
い
て
成
果
と
自
信
の
関
係
性
を

検
証
。
藤
原
ゼ
ミ
の
「Tree

」
は

「Believe your choice

〜
同
調
効

果
の
光
と
影
〜
」
の
テ
ー
マ
で
、

ク
イ
ズ
に
答
え
て
も
ら
う
実
験
に

よ
り
同
調
効
果
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
を
検
証
し
た
。
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
後
に
は
審
査
員
と

の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
言
葉
の

定
義
や
結
論
に
至
る
根
拠
、
実
現

可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
の
厳
し
い

質
問
に
、
各
チ
ー
ム
の
学
生
は
懸

命
に
答
え
て
い
た
。

　

結
果
発
表
と
表
彰
式
は
Ｅ
３１
教

室
で
行
わ
れ
、
１
位
は
藤
原
ゼ
ミ

の
「Tree

」、
２
位
は
宮
川
ゼ
ミ
の

「
リ
ベ
ラ
ラ
」、
３
位
は
二
本
杉
ゼ

ミ
の
「Two Cedars 

〜NEO

〜
」

が
獲
得
し
表
彰
さ
れ
た
。
德
永
学

長
は
最
後
に
「
学
生
が
大
学
の
力

で
あ
り
、
Ｚ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
―
１
は
大
経

大
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
。
裏
方
の

学
生
ス
タ
ッ
フ
も
よ
く
頑
張
っ
て

く
れ
た
」
と
挨
拶
し
、
会
場
に
大

き
な
拍
手
が
巻
き
起
こ
っ
た
。

2017.11.4 sat

2nd
 STAGE

2017.11.4 sat

Final
 STAGE

BOSSの左腕

チームもちょもちょ

チーム五本杉T-CANVers

チームKUMA3

チームめいすい君の
お供たち

チーム伸びしろ

チームから紅

はいさい

とにかく明るい悠介

59チームが渾身のプレゼン

第2位
リベララ
宮川敏治ゼミ

第3位
Two Cedars～NEO～
二本杉剛ゼミ
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フ
ァ
ッ
シ
ョ
ニ
ス
タ

の
お
２
人
か
ら
、
在
学
生
へ
一

言
ア
ド
バ
イ
ス
。「
学
生
時
代

は
24
時
間
を
自
由
に
使
え
る
良

い
期
間
な
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
に
挑
戦
し
て
も
ら
い
た

い
」。
普
段
、
在
学
生
が
関
わ

段
、
グ
ル
メ
サ
イ
ト
な
ど
へ

の
掲
載
は
す
べ
て
断
っ
て
い

る
と
い
う
店
主
の
石
田
誠
一

さ
ん(

61
歳)

は
、今
回
の
取
材

はKEIDAI DAYS

を
多
く
の

Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
が
見
て
く
れ
る

な
ら
ば
、
と
快
く
応
じ
て
く

れ
た
。
メ
ニ
ュ
ー
の
種
類
は

全
１
１
４
種
類
で
定
食
メ

ニ
ュ
ー
が
45
種
類
と
豊
富
。

ト
ッ
ピ
ン
グ
は
14
種
類
あ

ア
ユ
タ
ヤ
遺
跡
は
実
習
生
に

大
き
な
印
象
を
与
え
た
。

　
日
本
に
は
な
い
造
形
に
、

参
加
者
一
同
心
を
奪
わ
れ

て
い
た
。
タ
イ
人
は
日
本
人

と
比
べ
て
、
の
ん
び
り
し
た

傾
向
が
あ
る
よ
う
に
感
じ

た
。
タ
イ
に
は
「
マ
イ
ペ
ン

ラ
イ
」
と
い
う
言
葉
が
あ

る
。
こ
れ
に
は
「
気
に
し
な

い
」
「
大
丈
夫
」
「
気
楽
に
い

こ
う
」
な
ど
の
意
味
が
込
め

ら
れ
て
お
り
、
タ
イ
人
の
国

民
性
が
顕
著
に
現
れ
て
い

る
。
日
々
忙
し
い
日
本
人
に

は
理
想
と
す
る
言
葉
か
も
し

れ
な
い
。
全
行
程
を
引
率
し

た
経
済
学
部
藤
井
大
輔
講
師

は
、
「
ま
す
ま
す
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
進
む
中
で
、
い
ま
の

学
生
に
は
海
外
に
一
歩
踏
み

出
す
気
概
を
持
ち
、
現
地
で

自
分
が
何
を
し
た
い
か
、
何

か
新
し
い
こ
と
が
起
こ
せ
な

い
か
な
ど
、
考
え
を
巡
ら
せ

て
ほ
し
い
」
と
、
学
生
の
外

交
的
な
活
動
を
望
ん
で
い
る

こ
と
を
語
っ
た
。
こ
の
海
外

実
習
を
き
っ
か
け
に
、
視
点

を
外
に
向
け
て
み
た
い
。

（
鉢
上
）

　
本
学
は
長
期
休
暇
に
海
外

実
習
が
数
多
く
実
施
さ
れ
て

お
り
、
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、

ド
イ
ツ
な
ど
広
域
な
範
囲
に

及
ん
で
い
る
。
今
回
は
そ
の

中
で
も
、
と
り
わ
け
親
交
の

深
い
タ
イ
の
実
習
に
参
加
し

た
。
こ
の
実
習
は
経
済
は
も

ち
ろ
ん
、
観
光
も
含
め
た
も

　
今
年
で
創
業
36
年
を
迎
え

た
レ
イ
ン
ド
ー
ル
は
、
多
く

の
大
経
大
生
に
愛
さ
れ
て
き

た
老
舗
の
喫
茶
店
だ
。
店
内

は
懐
か
し
い
雰
囲
気
が
漂

い
、
お
昼
時
は
学
生
で
賑
わ

う
。
そ
ん
な
レ
イ
ン
ド
ー
ル

に
、
在
学
中
は
も
ち
ろ
ん
卒

業
し
て
か
ら
も
通
っ
て
い
る

と
い
う
フ
ァ
ン
の
方
も
多
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
普

の
に
な
っ
て
お
り
、
５
日
間

に
わ
た
っ
て
、
ア
ユ
タ
ヤ
遺

跡
を
は
じ
め
多
数
の
観
光
名

所
を
訪
問
し
た
。
学
習
面
で

は
初
日
に
、
日
本
貿
易
振
興

機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）
を
訪

問
し
、
タ
イ
経
済
の
現
状
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
学

生
た
ち
の
質
問
が
飛
び
交

レインドール
大阪府大阪市東淀川区
大隅1-8-7
電話番号　06-6326-4454
営業時間　AM11：30～AM0：00

　
受
験
生
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
う
入
試
部
を
取
り

上
げ
る
。
入
試
部
は
受
験
生
が

最
初
に
お
世
話
に
な
る
部
署
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ

う
。

　
取
材
当
日
は
、
入
試
部
の
山

田
武
さ
ん
と
小
林
諒
太
朗
さ
ん

か
ら
お
話
を
伺
っ
た
。
入
試
部

員
は
現
在
13
名
で
、
入
学
試
験

い
、
有
意
義
な
時
間
を
共
有

し
た
。
同
日
に
は
、
タ
イ
商

工
会
議
所
大
学
（
Ｕ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
）

を
訪
れ
、
タ
イ
の
民
族
衣
装

を
着
つ
け
て
も
ら
い
、
現
地

の
学
生
と
親
交
を
深
め
た
。

こ
の
実
習
で
メ
イ
ン
と
な
っ

た
の
は
や
は
り
遺
跡
巡
り
で

あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
特
に

　
第
二
弾
は
、
新
Ｄ
館
と
旧
Ｄ
館
を
紹
介
す
る
。
２
０
１
２
年
の

創
立
80
周
年
を
迎
え
る
た
め
に
、
２
０
０
９
年
か
ら
工
事
が
開
始

さ
れ
た
。
旧
Ｄ
館
は
、
現
在
の
自
転
車
置
き
場
の
位
置
に
建
っ
て

い
た
。
横
に
広
が
る
構
造
で
、
高
校
の
校
舎
と
変
わ
ら
な
い
よ
う

な
形
を
し
て
い
る
。
教
室
の
変
化
も
あ
る
。
新
Ｄ
館
の
１
番
広
い

Ｄ
10
教
室
は
約
４
０
０
人
収
容
可
能
で
、
ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
も
あ

り
、
快
適
に
勉
強
が
で
き
る
環
境
に
な
っ
て
い
る
。
旧
Ｄ
館
で
は
、

教
室
は
長
机
と
椅
子
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
お
り
、
約
２
０
０
人
は

収
容
で
き
る
が
、
前
席
と
の
間
隔
が
窮
屈
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
新

Ｄ
館
は
巨
大
な
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
と
モ
ニ
タ
ー
が
あ
る
が
、
旧
Ｄ

館
は
大
き
な
黒
板
１
枚
の
み
と
時
代
の
変
化
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
し
、
新
Ｄ
館
の
席
の
配
置
は
、
今
も
な
お
、
昔
に
通

ず
る
も
の
が
あ
り
、
進
化
の
中
に
も
変
わ
ら
ず
に
残
し
て
い
る
魅

力
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
Ｄ
館
は
、
今
も
昔
も
こ
の
大

阪
経
済
大
学
の
象
徴
で
あ
る
。
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
森
本
）

そ
の
二

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
組
み
合
わ

せ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。
1
番
人
気
の
「
か
ら
あ

げ
定
食
」(

7
5
0
円)

は

ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
だ
。
ご
飯

(

小)

を
注
文
す
る
と
、
全

て
の
定
食
メ
ニ
ュ
ー
を
定
価

の
50
円
引
き
で
食
べ
る
こ
と

が
で
き
る
。
女
性
に
は
嬉
し

い
メ
ニ
ュ
ー
だ
。
2
番
人
気

の
「
ハ
ン
バ
ー
グ
定
食
」
＝

写
真
＝(

６
８
０
円)

は
大

き
い
手
作
り
ハ
ン
バ
ー
グ
に

目
玉
焼
き
が
の
っ
て
お
り
、

上
に
か
か
っ
て
い
る
ソ
ー
ス

は
創
業
当
時
か
ら
変
わ
ら
な

い
味
を
守
り
続
け
て
き
た
。

店
主
は
「
卒
業
生
が
い
つ
ま

で
も
食
べ
に
き
て
く
れ
、
声

を
か
け
て
く
れ
る
。
こ
こ
に

帰
っ
て
き
て
懐
か
し
ん
で
い

る
様
子
や
、
学
生
の
成
長
を

　
本
学
柔
道
部
は
現
在
、
引

退
し
た
４
年
生
を
除
い
た
男

子
11
名
で
活
動
中
。
全
部
員

が
柔
道
経
験
者
。
練
習
場
所

は
体
育
館
１
階
の
柔
道
場
で

行
う
。
練
習
日
は
火
曜
日
か

ら
日
曜
日
。
そ
の
内
の
水
曜

日
と
日
曜
日
は
監
督
や
コ
ー

チ
か
ら
の
指
導
を
受
け
る
。

そ
れ
以
外
の
日
は
意
識
を
高

め
て
練
習
す
る
た
め
に
、
自

分
た
ち
で
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を

組
む
。
授
業
で
部
員
が
集
ま

ら
な
い
時
は
、
部
員
同
士
で

班
を
組
み
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
行
う
。
練
習
中
は
、

部
員
の
掛
け
声
で
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
上
げ
て
い
く
。
一

見
し
て
個
人
競
技
に
見
え
る

柔
道
だ
が
、
仲
間
の
絆
が
白

星
の
カ
ギ
を
握
る
そ
う
だ
。

　
取
材
当
日
は
、
11
月
に
開

催
さ
れ
る
大
阪
府
下
大
会
に

向
け
て
、
投
げ
技
な
ど
の
練

習
に
励
ん
で
い
た
。
強
豪
の

近
畿
大
学
や
関
西
大
学
か

ら
、
白
星
を
挙
げ
る
た
め

日
々
の
練
習
は
欠
か
せ
な

い
。
鍛
え
上
げ
ら
れ
た
肉
体

か
ら
放
つ
、
切
れ
味
鋭
い
技

の
数
々
。
何
百
何
千
と
乱
取

り
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、

徐
々
に
道
着
の
襟
元
や
黒
帯

が
擦
り
切
れ
る
。
こ
れ
ら
は

日
々
の
練
習
の
血
と
汗
の
賜

物
だ
。
「
練
習
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
、
結
果
に
反
映
さ
れ
る
。

日
々
の
練
習
や
努
力
に
励
む

学
生
は
、
柔
道
の
み
な
ら
ず

就
職
活
動
で
も
良
い
結
果
を

残
す
」
と
90
㎏
級
２
段
の
今

村
日
向
さ
ん
は
語
る
。
努
力

を
惜
し
ま
な
い
そ
の
姿
は
大

学
生
の
鏡
だ
。
今
村
さ
ん
は

部
内
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

上
げ
る
盛
り
上
げ
役
、
い
わ

ば
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
。
今
年
、

柔
道
部
が
掲
げ
て
い
る
目
標

は
、
１
部
残
留
と
個
人
戦
及

び
団
体
戦
で
全
国
大
会
に
出

場
し
上
位
入
賞
す
る
こ
と

だ
。
次
の
大
会
で
は
、
強
豪

校
か
ら
勝
ち
星
を
挙
げ
て
我

が
大
阪
経
済
大
学
を
盛
り
上

げ
て
欲
し
い
。

　
最
後
に
、
広
報
隊
か
ら
柔

道
部
へ
声
援
を
送
る
。
獅
子

奮
迅
で
頑
張
れ
柔
道
部
！

（
奥
村
・
堀
）

の
実
施
や
志
願
者
を
集
め
る
た

め
の
入
試
に
関
す
る
広
報
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
催
時
に

大
経
大
の
特
長
の
紹
介
や
入
試

概
要
の
説
明
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。「
募
集
要
項
制
作
や
受
験

会
場
の
誘
導
・
掲
示
な
ど
、
受

験
生
が
最
大
限
の
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
綿
密
な
準
備
を
行
っ

学
生
で
に
ぎ
わ
う

憩
い
の
場
レ
イ
ン
ド
ー
ル

見
ら
れ
る
の
が
嬉
し
い
」
と

語
っ
て
い
た
。
創
業
当
時
の

営
業
時
間
は
午
前
11
時
30
分

～
午
後
４
時
ま
で
だ
っ
た

が
、
部
活
終
り
に
食
事
に
来

る
学
生
の
た
め
に
徐
々
に
営

業
時
間
が
延
び
、
深
夜
12
時

ま
で
営
業
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
だ
と
い
う
。
部
活
生
や

下
宿
生
に
と
っ
て
安
価
で
ボ

リ
ュ
ー
ミ
ー
な
こ
こ
の
定
食

は
と
て
も
魅
力
的
だ
ろ
う
。

し
か
し
一
番
の
魅
力
は
、
学

生
た
ち
を
長
年
見
守
っ
て
き

た
店
主
夫
婦
の
温
か
い
人
柄

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
か
ら
も
レ
イ
ン
ド
ー

ル
は
昔
な
が
ら
の
味
を
守

り
、
学
生
た
ち
を
温
か
く
迎

え
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

（
植
田
・
松
本
）

ら
な
の
で
、
こ
の
状
況
を
選

手
に
ど
う
に
か
打
破
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
試
合
を
振
り

返
る
。
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し

き
れ
な
い
場
面
が
多
か
っ
た

こ
と
に
関
し
て
「
ミ
ス
は
、

冷
静
に
落
ち
着
い
て
1
つ
1

つ
処
理
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
不
可
欠
に
な
る
」
と
語
っ

た
。
自
身
の
座
右
の
銘
は
「
準

備
が
す
べ
て
を
決
め
る
」
だ

と
い
う
。
「
試
合
の
中
で
の

準
備
、
風
の
影
響
、
盗
塁
へ

の
備
え
な
ど
、
す
べ
て
朝
か

ら
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
も

し
れ
な
い
、
朝
起
き
た
時
か

ら
準
備
が
必
要
」と
話
し
た
。

今
後
は
、
「
ま
だ
ど
こ
ま
で

が
ベ
ス
ト
で
、
ど
こ
ま
で
い

け
る
か
わ
か
ら
な
い
た
め
、

も
っ
と
選
手
の
力
を
知
り
、

引
き
出
し
て
あ
げ
た
い
。
そ

の
た
め
に
、
気
づ
い
て
あ
げ

る
必
要
が
あ
る
」
と
語
る
。

自
身
の
プ
ロ
野
球
時
代
の
経

験
を
生
か
し
た
チ
ー
ム
の
育

成
、
選
手
の
成
長
に
期
待
が

高
ま
る
。
　
（
鉢
上
・
森
本
）

　
２
０
１
７
年
９
月
２
日
か

ら
開
幕
し
た
、
関
西
六
大
学

野
球
秋
季
リ
ー
グ
。
大
阪
経

済
大
学
（
大
経
）
は
明
石
ト
ー

カ
ロ
球
場
で
、
前
回
の
春
、
初

戦
で
快
勝
し
た
京
都
産
業
大

学
（
京
産
）
と
９
月
11
日
に

対
戦
し
た
。

　
試
合
は
、
大
経
平
田
―
京

産
川
辺
の
両
投
手
で
幕
を
開

け
た
。
平
田
は
6
回
5
失
点

と
粘
っ
た
が
、
課
題
の
残
る

内
容
で
あ
っ
た
。
打
線
も
8

回
ま
で
無
得
点
と
苦
戦
す
る

中
、
大
経
2
番
手
新
谷
の
無

安
打
無
失
点
の
好
投
で
流
れ

は
大
経
に
傾
い
た
。
9
回
に

中
村
、
長
谷
川
、
川
島
の
安

打
で
3
点
返
す
が
、
反
撃
は

そ
こ
ま
で
と
な
り
3
対
5
で

惜
敗
し
た
。
だ
が
、
宮
川
が

猛
打
賞
を
記
録
す
る
な
ど
好

材
料
も
多
く
残
っ
た
試
合
で

あ
っ
た
。
試
合
後
、
山
本
監

督
は
、
「
思
っ
て
い
た
通
り

と
い
う
感
じ
。
初
戦
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
動
き
が
硬

か
っ
た
。
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か

山田武さん

関
西
六
大
学
野
球
秋
季
リ
ー
グ

て
い
る
。
学
生
募
集
か
ら
合
格

者
発
表
ま
で
を
入
試
部
が
担
当

し
て
い
る
」（
小
林
さ
ん
）。
大

経
大
の
志
願
者
数
は
５
年
連
続

で
増
加
し
て
い
る
た
め
、
比
例

し
て
入
試
部
の
活
躍
の
幅
も
拡

大
し
て
き
て
い
る
。
入
試
部
の

仕
事
の
や
り
が
い
を
２
人
に

伺
っ
た
。「
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
で
説
明
を
聞
い
て

い
た
受
験
生
が
入

学
す
れ
ば
、
そ
の
人

の
成
長
を
直
に
見
る
こ
と
が
出

来
る
」（
山
田
さ
ん
）。「
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
中
で
も
大
き
な

存
在
が
受
験
生
。
そ
の
み
な
さ

ん
と
関
わ
っ
て
い
け
る
の
が
面

白
い
」（
小
林
さ
ん
）。
最
後
に
、

学
生
の
成
長
を
支
え
る
入
試
部

　
J
館
1
階
に
あ
る
、
保
健
室

の
津
田
敦
子
さ
ん
と
大
脇
あ

お
い
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
保
健
室
で
は
、
負
傷
者
の
応

急
処
置
や
健
康
相
談
、
さ
ら
に

は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
な
ど
、
東

淀
川
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

協
力
の
も
と
、
健
康
へ
の
関
心

の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
る

活
動
や
月
１
回
、
内
科
、
メ
ン

タ
ル
な
ど
の
専
門
医
に
よ
る

対
応
を
行
っ
て
い
る
。
こ
ち
ら

に
関
し
て
は
、
保
健
室
前
の
掲

示
板
で
告
知
を
行
っ
て
い
る
。

開
室
時
間
は
、
午
前
9
時
か
ら

午
後
9
時
10
分
ま
で
利
用
可

能
で
（
土
曜
日
は
午
後
6
時
ま

で
）
、
学
生
は
安
心
し
て
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
去
年
の

年
間
利
用
者
は
約
１
０
０
０

名
で
あ
っ
た
。

　
そ
ん
な
保
健
室
は
、
以
前

は
、
医
務
室
と
呼
ば
れ
て
い
た

が
、
津
田
さ
ん
に
よ
る
と
「
医

務
室
だ
と
行
き
づ
ら
い
こ
と

も
あ
り
、
中
学
、
高
校
で
慣
れ

親
し
ん
だ
保
健
室
と
い
う
名

の
ほ
う
が
、
気
楽
に
利
用
し
て

も
ら
え
る
。
ど
ん
な
に
些
細
な

悩
み
や
軽
度
な
病
で
も
、
気
軽

に
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
、
声
を
大
に
し
て
語
っ
た
。

仕
事
の
や
り
が
い
と
し
て
、

「
1
年
か
ら
来
て
い
る
学
生

は
、
入
学
当
時
か
ら
の
成
長
過

年間1000名が利用

海外実習 in タイ

小林諒太朗さん

大
学
へ
の
懸
け
橋

程
ま
で
見
て
い
る
た
め
、
元
気

な
姿
で
卒
業
す
る
時
、
わ
が
子

の
よ
う
に
う
れ
し
い
」
と
も
語

り
、
大
脇
さ
ん
は
「
命
が
か
か

わ
っ
て
く
る
か
ら
怖
い
こ
と

も
あ
る
が
、
元
気
に
卒
業
し
て

く
れ
る
と
う
れ
し
い
」
と
話
し

た
。
最
後
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
な
ど
が
流
行
る
季
節
と
な
っ

た
今
、
学
生
に
お
知
ら
せ
し
た

い
こ
と
は
、「
自
身
の
体
を
守

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
周
り
の

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
た
め

に
、
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
し
て
マ
ス

ク
を
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
津

田
さ
ん
は
伝
え
、「
一
人
暮
ら

し
の
学
生
は
若
い
か
ら
と
言
っ

て
過
信
せ
ず
に
、
食
事
、
睡
眠

な
ど
し
っ
か
り
と
っ
て
、
規
則

正
し
い
生
活
を
送
っ
て
ほ
し

い
」
と
大
脇
さ
ん
は
語
っ
た
。

　
保
健
室
で
は
、
病
気
や
人
間

関
係
の
相
談
と
、
ど
ん
な
理
由

で
も
先
生
方
は
助
け
て
く
れ

る
。
保
健
室
と
い
う
名
に
遠
慮

せ
ず
に
、
も
っ
と
利
用
し
て
も

ら
い
た
い
。
　（
奥
村
・
森
本
）

保健室

入
試
部

る
面
は
少
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
大
学
に
お
け
る
入
試
部
の

役
割
は
非
常
に
大
き
な
も
の
が

あ
る
だ
ろ
う
。

（
奥
村
・
森
本
）

Nana Matsumoto
経営学部3年生
身長／155㎝
所属／太田ゼミ、キャンプサポーター

▶Point
最近購入したA.P.Cのデニムと
日本製のCONVERCE

Natsumi Ishikawa
経営学部1年生
身長／162㎝
所属／BG [サークル]

▶Point
季節に対応した服装

Mizuki Asano
経営学部2年生
身長／164㎝
所属／高原ゼミ

▶Point
レオパード柄シャツ

Koichiro Hayashi
情報社会学部１年生
身長／175㎝
所属／エリア [サークル]

▶Point
全身古着、遊び心を入れた靴下

Kohei Oba
経済学部2年生
身長／186㎝
所属／德永ゼミ、
　　　キャンプサポーター

▶Point
白と黒で統一

Keiya Uesugi
経済学部4年生
身長／180㎝
所属／体育会サッカー部

▶Point
ジャージ素材だが
合わせやすいシンプルな
Burberry のアウター

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ニ
ス
タ

❶OPENING CEREMONYのシー
スルーバッグ

❷PAUL&JOEのスケジュール帳
❸大好きなふなっしーの巾着
❹FURLAの財布

❶PaulSmithの
　豹柄バッグ　
❷サッカー練習着
❸GUCCIの財布
❹フランスで購入した
　喉スプレー

さ
や
ま
い
が
選
ぶ
！

津
田
敦
子
さ
ん

大
脇
あ
お
い
さ
ん

旧Ｄ館教室

新Ｄ館Ｄ10 教室

Keiya’s ITEM

Mizuki’s ITEM

マイペンライ
　　　～魅惑のタイ王国～

練習重ね勝利へ

目指せ
全国大会！

柔道部

硬式野球部

準
備
が

す
べ
て
を
決
め
る

困ったときの

❷

❸

❹

❶

❷

❸

❹

❶

（
石
橋
・
笹
野
）

デザイン担当：早瀬・松田
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ラ
ボ
を
提
案
。
チ
ー
ム
Ｃ
Ｃ

Ｃ
は
「
ペ
イ
ン
ト
で
伝
え
る

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
魅
力
〜
海
外

に
日
本
を
伝
え
る
〜
」
の
テ

ー
マ
で
、
誰
も
が
楽
し
め
る

で
最
後
の
調
整
を
し
た
後
、

チ
ー
ムMy Hands

は
「
出
会

い
と
モ
ビ
リ
テ
ィ
」
の
テ
ー

マ
で
、
出
会
い
と
移
動
の
楽

し
さ
を
醸
成
す
る
た
め
の
参

加
型
パ
レ
ー
ド
を
提
案
。
チ

ー
ム
Ｐ
は
「
世
界
中
の
人
が

集
ま
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
ラ
ン
ド
」

大
阪
経
済
大
学
Ｐ
Ｂ
Ｌ（
問
題
解
決
型
学
習
）プ
ロ
グ
ラ
ム

　大商学園高等学校(大阪府豊中市)の
教諭として7年目を迎えた掛川亜葵先
生。クラス担任も務め、来年3月、初
の卒業生を送り出す。本学在学中は
吹奏楽総部で活躍し、大商学園高等
学校でも吹奏楽部の顧問を務める。
常に生徒たちと積極的にかかわる教
育姿勢が印象的。

高等学校教諭：掛川亜葵さん（経営学部〔77回卒〕）

　取材に訪れたのは2017年11月28
日(火)、2時限目の授業。科目は
「財務会計Ⅱ」。プリントを配り、「簿
記とは何か」といった基礎的な知識
の学び直しから授業がスタート。そ
して簿記が誕生するまでの経緯や
日本に伝わった歴史、簿記の必要
性などについて説明。「起業家とし
ても営業マンとしても、将来に備え
て簿記のルールを理解しておく必要
がある」と、簿記を学ぶメリットを
強調。さらに、企業の決算書など
が読めることで、就職を希望する
会社、あるいは興味ある会社の「収
益性、成長性、安全性の実態をチ
ェックできる」と、簿記学習の実用
性を解説した。財務会計という硬い
科目にもかかわらず、掛川先生と生
徒たちの賑やかなやり取りは、見て
いて楽しく、教師として生徒たちの
心をしっかりとつかみ、信頼されて
いるのが感じられた。
　日々の授業について掛川先生は
「多様な知識を持っていないと50分
間喋り通せない。でも自分が興味
を持ったことは調べる性格なので、
大変ですが苦痛ではなく、むしろ
面白いと感じています」。初めての

担任については「担任になると生徒
との距離が変わる。クラスは自分を
映す鏡と言われたことがある。私
はみんなと家族のように一緒に過ご
してきて、今は基本的に気を遣わ
ないで過ごせる良いクラスになって
いると思います」。心がけているの
は、「生徒の近くまで踏み込み、ダ
メなことはダメ、いいことはいいと
言う。高校の3年間だけでなく、こ
の先もずっと続いていく関係でいた
いねと生徒たちにも言っています」。
　「先輩の先生たちに育てていただ
いている」という掛川先生だが、教
員として大切にしているのは、「挨拶
やルールを守ることなど、人として
社会人としての基本。生徒たちは、
しっかりと見ているので」。先生とし
て一番嬉しいことは「担任のクラス
に関しては、毎日、生徒がちゃんと
登校してくれていること」。今後の目
標は「この人に話せば何とかなると
いう絶対的な安心感を持ってもらえ
る先生になっていきたいですね」。
　最後に、教員を目指す後輩に対
して「在学中に、いろいろな立場、
考えの人と出会っておいてほしい。
私は吹奏楽総部の活動を通じて、
いろいろなつながりができて、その
人脈が、高校での実践的な授業な
どに役立っています。学生時代に沢
山のつながりを作っておいて欲しい
ですね」とアドバイスしてくれた。

KAWARABAN

教職教職

生徒とかかわり、絶対的な安心感を
持ってもらえる先生になりたい

My Hands

Teamからあげ

チームP

チームCCC

　
「
大
阪
経
済
大
学
Ｐ
Ｂ
Ｌ

（
問
題
解
決
型
学
習
）プ
ロ
グ

ラ
ム
／
日
経
Ｂ
Ｐ
総
合
研
究

所
主
催
」
が
、
２
０
１
７
年

８
月
２１
日（
月
）
〜
９
月
２０

日（
水
）の
１
ヶ
月
間
に
わ
た

り
実
施
さ
れ
た
。
Ｐ
Ｂ
Ｌ
は
、

企
業
が
抱
え
る
課
題
を
学
生

が
調
査
・
分
析
し
、
解
決
の

た
め
の
施
策
を
考
え
提
案
す

る
と
い
う
も
の
。
今
回
は
１

〜
２
年
生
が
対
象
で
、
全
６

回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
で

き
る
こ
と
が
条
件
。
３３
名
の

学
生
が
応
募
し
、
経
済
学
部

９
名
、
経
営
学
部
９
名
、
情

報
社
会
学
部
１
名
、
人
間
科

学
部
４
名
、
２
部
経
営
学
部

１
名
の
２４
名
が
選
ば
れ
た
。

実
施
企
業
は
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ

ト（
三
重
県
）を
経
営
し
て
い

る
株
式
会
社
モ
ビ
リ
テ
ィ
ラ

ン
ド
。
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
テ
ー
マ
と

し
て
、「
国
内
の
み
な
ら
ず
世

界
中
か
ら
よ
り
多
く
の
お
客

様
を
集
め
『
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

魅
力
』
を
知
っ
て
も
ら
う
に

は
？
」
が
提
示
さ
れ
た
。

■
第
１
回 

（
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

　

第
１
回
は
８
月
２１
日（
月
）

午
後
１
時
か
ら
、
Ｄ
館
１２
教

室
で
行
わ
れ
、「
課
題
に
積
極

的
に
取
り
組
む
」「
解
決
に
向

け
て
全
力
を
出
す
」「
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
大
事
に
す
る
」
こ

と
が
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ

た
。
そ
し
て
主
催
す
る
日
経

Ｂ
Ｐ
総
合
研
究
所
の
石
井
和

也
氏
が
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
主

役
は
皆
さ
ん
。
キ
ャ
リ
ア
の

第
一
歩
と
考
え
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
挨
拶
。
続
い
て

德
永
光
俊
学
長
が
「
１
〜
２

年
生
を
対
象
と
し
た
本
学
初

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
仲
間
を

作
り
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮

し
て
、
社
会
に
自
分
た
ち
の

能
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ
し

い
」
と
激
励
し
た
。

　

続
い
て
株
式
会
社
モ
ビ
リ

テ
ィ
ラ
ン
ド
総
務
部
の
山
田

幸
奈
氏
が
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
ラ

ン
ド
に
関
す
る
会
社
概
要
・

理
念
・
現
状
な
ど
の
基
礎
知

識
を
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。

そ
の
後
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

役
の
原
由
紀
子
さ
ん
の
誘
導

で
、
学
年
や
得
意
分
野
な
ど

の
多
様
性
を
意
識
し
た
４
チ

ー
ム
が
結
成
さ
れ
た
。

■
第
２
・
３
回 

（
中
間
報
告
会
）

　

８
月
３１
日（
木
）
〜
９
月

１
日（
金
）に
行
わ
れ
た
１
泊

２
日
の
現
地
視
察
を
経
て
、

●2017年度 教員採用試験結果合格者●

９
月
１１
日（
月
）の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ（
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
）

で
は
、
４
チ
ー
ム
が
視
察
後

に
ま
と
め
あ
げ
た
内
容
を
中

間
発
表
。
ほ
と
ん
ど
の
受
講

生
に
と
っ
て
初
め
て
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
堂
々
と
し
た

発
表
ぶ
り
に
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
た
。
ま
た
プ
レ
ゼ
ン

2017.12.1現在

卒業年月 学部学科 氏名 採用
自治体 教科

2018年3月
予定 経営学部経営学科 勝田菜那 大阪府 高校商業

2017年9月 経済学部地域政策学科 濱田雅斗 神戸市 高校英語
2017年3月 経済学部経済学科 榎木悠太 大阪府 小学校

2017年3月 経営学部経営学科 中井隆文 大阪府
豊能地区 中学社会

2017年3月 経営学部経営学科 北倉柊哉 大阪府
豊能地区 小学校

2017年3月 人間科学部人間科学科 岡　祐輔 大阪府 高校保健体育
2016年3月 人間科学部人間科学科 横江顕彦 滋賀県 中学保健体育
2016年3月 人間科学部人間科学科 永吉　愛 大阪市 特別支援

2013年3月 経済学部経済学科 天見　翼 大阪府 小中
いきいき連携

※大学に報告のあった方のみ掲載
※その他に大阪府豊能地区 中学数学で合格報告者1名あり

終
了
後
に
は
、
各
チ
ー
ム
の

良
か
っ
た
点
や
改
善
点
な
ど

の
感
想
を
山
田
氏
が
述
べ
ら

れ
た
。
そ
の
後
、
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
の
原
氏
が
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
ス

ト
ー
リ
ー
の
作
り
方
な
ど
を

解
説
し
、
会
場
全
体
に
響
く

声
で
プ
レ
ゼ
ン
で
き
る
よ
う

全
員
で
発
声
練
習
を
行
っ
た
。

■
第
６
回 

（
最
終
報
告
会
）

　

９
月
１５
日（
金
）の
リ
ハ
ー

サ
ル
を
経
て
、
同
２０
日（
水
）

に
は
、
株
式
会
社
モ
ビ
リ
テ

ィ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
仕
上
げ
と
な
る
最

終
発
表
が
行
わ
れ
た
。
大
学

か
ら
バ
ス
で
現
地
に
向
け
て

出
発
し
た
学
生
た
ち
は
、「
悔

い
が
残
ら
な
い
よ
う
頑
張
り

ま
す
」「
失
敗
を
怖
れ
ず
楽
し

み
た
い
」「
学
生
ら
し
い
元
気

な
プ
レ
ゼ
ン
に
し
た
い
」

「
堂
々
と
発
表
し
て
楽
し
い
思

い
出
に
し
た
い
」
と
意
欲

満
々
。
到
着
し
た
現
地
会
場

の
テ
ー
マ
で
、YouTube

を

駆
使
し
た
広
報
と
送
迎
バ
ス

の
必
要
性
を
提
起
。Team

か

ら
あ
げ
は
「
若
者
の
笑
顔
が
、

未
来
の
家
族
を
笑
顔
に
！
」

を
テ
ー
マ
に
、
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
や
、
車
が

登
場
す
る
Ｓ
Ｆ
映
画
と
の
コ

屋
内
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
園

内
移
動
の
た
め
の
列
車
を
提

案
し
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
終
了
後
、
株
式

会
社
モ
ビ
リ
テ
ィ
ラ
ン
ド
の

皆
様
よ
り
「
ヒ
ン
ト
に
な
る

ア
イ
デ
ア
も
多
く
感
動
し
た
。

若
い
目
線
で
の
新
鮮
な
意
見

を
今
後
の
参
考
に
し
た
い
」

と
講
評
を
頂
い
た
。
今
回
の

Ｐ
Ｂ
Ｌ
は
受
講
生
２４
名
全
員

が
脱
落
せ
ず
に
最
終
日
を
迎

え
て
お
り
、
現
地
に
駆
け
つ

け
た
德
永
学
長
も
「
１
ヶ
月

間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
頑
張
り

ぬ
き
、
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ゼ

ン
を
し
て
く
れ
た
。
若
い
感

性
を
今
後
も
持
ち
続
け
て
欲

し
い
」
と
賞
賛
し
た
。

各チームのリーダーのコメント各チームのリーダーのコメント

学
生
目
線
の
ア
イ
デ
ア
で

企
業
の
魅
力
を
引
き
出
す

●「My Hands」リーダー　上羽伸さん(経済学部)

　練習してきたことをプレゼンに反映できたと思う。
全員の意見のすりあわせは難しかったが、学年
の枠を越えて話せたのが嬉しかった。参加したこ
とでタイムスケジュールの大切さを学べた。

●「チームCCC」リーダー　石橋真衣さん（経営学部）
　プレゼンでは時間配分が上手くいかなかった
が、楽しくアピールできたと思う。みんなが仲
良く集まって考える作業は楽しかったし、自分
がチームでどうあるべきかを考える機会になっ
た。

●「チームP」リーダー　笹野沙八佳さん（経営学部）
　音声が流れないなどのハプニングはあったが、
元気に楽しくプレゼンできた。結果に満足して
いる。これまでは前に出るタイプではなかった
が、今回リーダーとして頑張れて楽しかった。

●「Teamからあげ」リーダー　奥村祐太さん(経営学部）
　みんなが全力を出したことで成し遂げられた。意
見の集約に時間がかかったが、ひとつのことに挑
むチーム力の素晴らしさを実感できた。自分の
言いたいことも言えたので参加して良かった。
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大
阪
経
済
大
学 

第
１７
回
高
校
生

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
１７
歳
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
表
彰
式
が
、
２
０
１
７

年
１１
月
２５
日（
土
）、
午
後
１
時
〜

３
時
ま
で
、
Ｄ
館
１２
教
室
・
８０
周

年
記
念
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。
今

回
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
「
想
い

は
、
書
け
ば
、
残
る
」。
全
国
３
６

８
校
か
ら
２
９
５
６
４
作
品
の
応

募
が
あ
り
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

１
５
０
作
品
を
選
考
。
グ
ラ
ン
プ

リ
に
は
、
テ
ー
マ
１
「
今
ま
で
の

自
分
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
」
部
門

に
よ
る
講
演
も
開
催
。
看
取
り
看

護
師
の
立
場
か
ら
死
と
の
向
き
合

い
方
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

　

本
学
教
員
お
よ
び
学
生
に
よ
る

文
化
系
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
無

料
ア
プ
リ
で
作
曲
に
挑
戦
す
る

「
ス
マ
ホ
で
音
楽
し
よ
う
」
や
、
手

作
り
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
体
験

「
ぐ
る
ぐ
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
」、

目
隠
し
を
し
て
朗
読
を
鑑
賞
す
る

「
ヤ
ミ
・
ヨ
ミ
・
キ
カ
セ
」
な
ど

が
実
施
さ
れ
た
。
あ
い
に
く
雨
混

じ
り
の
一
日
だ
っ
た
が
、
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
幅
広
い
年
代

の
方
が
楽
し
く
交
流
す
る
姿
が
見

ら
れ
た
。

本
の
ポ
ー
ル
を
使
っ
て
足
腰
を
鍛

え
る
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
」
の
指
導
を
行
っ
た
。
参
加

者
は
思
い
思
い
に
体
を
動
か
し
、

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ
。

　

淀
川
キ
リ
ス
ト
教
病
院
看
護
師

■
誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る 

ア
ー
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
、 

健
康
イ
ベ
ン
ト

　

午
後
か
ら
の
第
二
部
に
は
、
地

域
の
小
学
生
や
親
子
さ
ん
対
象
の

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
系
イ
ベ
ン
ト
や
、

高
齢
者
の
方
に
向
け
た
健
康
関
連

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

　

Ｄ
館
１
階
ホ
ワ
イ
エ
で
は
本
学

教
員
や
学
生
、
外
部
講
師
な
ど
に

よ
る
ス
ポ
ー
ツ
体
験
を
実
施
。
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
の
「
ボ
ッ
チ

ャ
」
の
ほ
か
、
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル

に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
競
技

「
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
２

■
２
０
２
０
に
向
け
た
、 

関
西
の
動
き
、
財
界
の 

サ
ポ
ー
ト
を
紹
介

　

第
一
部
で
は
、
本
学
の
学
生
が

制
作
し
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
ム
ー

ビ
ー
が
披
露
さ
れ
た
後
、
德
永
光

俊
学
長
な
ら
び
に
共
催
の
大
阪
市

経
済
戦
略
理
事 
芳
田
隆
氏
が
開
会

の
挨
拶
を
述
べ
た
。
引
き
続
き
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

推
進
本
部
戦
略
企
画
部
長
で
あ
る

櫻
井
理
史
氏
が
基
調
講
演
「
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
経

済
界
協
議
会
の
活
動
」
を
行
い
、

日
本
の
企
業
が
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

で
臨
む
五
輪
成
功
に
向
け
た
諸
活

動
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

■
関
西
な
ら
で
は
の
文
化
発
信

に
つ
い
て
討
論

　

続
い
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
関
西

か
ら
盛
り
上
げ
る
で
ぇ
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
」。
ス
ポ

ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
研
究
者
で

あ
る
相
原
正
道
教
授（
人
間
科
学

部
）の
司
会
進
行
で
、
大
阪
市
経
済

戦
略
局
文
化
部
長 

松
浦
功
氏
、
神

戸
ス
ポ
ー
ツ
映
画
祭
！
実
行
委
員

長 

塚
田
義
氏
、
本
学
客
員
教
授
で

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
松
前
公
高
人

間
科
学
部
客
員
教
授
、
弦
間
一
雄

教
授（
人
間
科
学
部
）が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
視
点
か
ら
関
西
の
文
化
発
信

の
現
状
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

盛
況
の
う
ち
に
終
わ
っ
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
続
き
、

人
間
科
学
部
長 

福
井
孝
明
教
授
の

挨
拶
で
第
一
部
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

２
０
２
０
東
京
五
輪
ま
で
あ
と
数
年
。
そ
の
な
か
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
ス
ポ

ー
ツ
と
文
化
の
祭
典
と
し
て
捉
え
、
多
彩
な
文
化
活
動
で
五
輪
開
催
の
機
運
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
全

国
各
地
で
「
文
化
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
学
も
文
化
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
の

風
を
関
西
か
ら
巻
き
起
こ
そ
う
と
、
２
０
１
７
年
１１
月
１８
日（
土
）「Daikeidai Move For 2020

」
を

大
隅
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｄ
館
で
開
催
し
た
。

東京2020応援
文化オリンピアード Daikeidai Move For 2020

ダ
イ
ケ
イ
ダ
イ
か
ら
、

地
域
の
人
々
に
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を

届
け
よ
う
。

熱
く
な
れ
！

今
の
想
い
を
伝
え
残
し
て
い
く

第
１7
回
高
校
生
フ
ォ
ー
ラ
ム

歳
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

17

表
彰
式

ボ
ッ
チ
ャ
で
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
体
験

パネルディスカッション

フリースタイル
フットボール

ヤミ・ヨミ・キカセ ノルディック・ウオークを体験しよう！

ぐるぐるアニメーション

左から堀之内さん、岩
崎さん、德永学長、岩
下さん、土橋さん

か
ら
、
土
橋
由
芽
さ
ん（
山
梨
県
立

吉
田
高
等
学
校
／
山
梨
県
）の
「
作

詞
・
作
曲　

父
ち
ゃ
ん
」
と
、
岩

下
愛
さ
ん（
大
阪
府
立
だ
い
せ
ん
聴

覚
高
等
支
援
学
校
／
大
阪
府
）の

「
生
き
た
言
葉
を
声
で
」
が
、
テ
ー

マ
２
「
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中

で
・
・
・
」
部
門
か
ら
、
岩
崎
正

孟
さ
ん（
東
山
高
等
学
校
／
京
都

府
）の
「
手
を
つ
な
げ
ば
」
が
、
テ

ー
マ
３
「
今
、
こ
れ
だ
け
は
言
い

た
い
！
（
自
由
課
題
）」
部
門
か

ら
、
堀
之
内
恵
志
さ
ん（
鹿
児
島
市

立
鹿
児
島
玉
龍
高
等
学
校
／
鹿
児

島
県
）の
「
か
わ
い
い
Ｇ
」
が
選
ば

れ
た
。
ま
た
学
生
審
査
員
賞
に
は
、

テ
ー
マ
３
部
門
で
銀
賞
を
受
賞
し

た
桂
妃
菜
さ
ん（
鹿
児
島
市
立
鹿
児

島
玉
龍
高
等
学
校
／
鹿
児
島
県
）の

「
今
、
親
と
け
ん
か
中
の
あ
な
た

へ
。」
が
選
ば
れ
た
。

　

表
彰
式
に
は
高
校
生（
３９
名
）が

参
加
し
た
。
德
永
光
俊
学
長
が

「
１７
歳
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
今
年

で
１７
回
目
を
迎
え
１７
歳
に
な
っ
た
。

読
み
返
し
て
み
る
と
１７
年
間
の
変

化
は
あ
る
が
、
若
い
命
の
輝
き
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

そ
し
て
、
つ
な
が
り
の
中
で
生
き
、

そ
れ
に
感
謝
し
て
い
る
と
感
じ
る
。

『
若
さ
』
と
『
つ
な
が
り
』
と
い
う

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
、
さ
ら
に
光
り

輝
く
も
の
に
し
て
ほ
し
い
」
と
挨

拶
。
続
い
て
読
売
新
聞
大
阪
本
社

編
集
委
員
の
川
西
勝
氏
が
審
査
委

員
を
代
表
し
て
、「
皆
さ
ん
は
日
常

的
な
体
験
を
題
材
と
し
て
キ
ャ
ッ

チ
で
き
る
独
自
の
ア
ン
テ
ナ
を
持

っ
て
い
る
。
作
品
に
は
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
も
大
切
。
ハ
ッ
と
さ
せ
ら

れ
る
よ
う
な
視
点
も
期
待
し
て
い

る
」
と
講
評
。
德
永
学
長
か
ら
、

グ
ラ
ン
プ
リ
、
金
賞
、
銀
賞
の
受

賞
者
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

ま
た
学
生
審
査
員
賞
は
、
審
査
に

あ
た
っ
た
三
浦
絵
梨
花
さ
ん
と
安

阪
雄
大
さ
ん（
と
も
に
経
済
学
部
３

年
生
）が
表
彰
を
行
っ
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
進
研
ア
ド　

マ

ナ
ビ
ジ
ョ
ン
ブ
ッ
ク
編
集
長
の
原

田
絵
里
子
氏
が
「
作
品
を
読
み
、

泣
い
た
り
笑
っ
た
り
感
動
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
才
能
を
生
か
し
て
書

い
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
、
全
員

で
乾
杯
。
歓
談
の
時
間
に
は
和
や

か
に
交
流
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

ま
た
受
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、

土
橋
由
芽
さ
ん
が
「
将
来
は
人
工

衛
星
を
作
る
仕
事
に
携
わ
り
た

い
」、
岩
下
愛
さ
ん
が
「
一
人
旅
を

し
て
、
知
ら
な
い
人
と
会
話
し
交

流
し
た
い
」、
岩
崎
正
孟
さ
ん
は

「
小
説
家
に
な
り
た
い
が
、
ま
ず
は

人
と
の
触
れ
あ
い
を
大
切
に
生
き

て
い
き
た
い
」、
堀
之
内
恵
志
さ
ん

は
「
発
生
生
物
学
を
勉
強
し
て
い

る
。
生
命
の
誕
生
か
ら
繁
殖
ま
で

を
も
っ
と
研
究
し
た
い
」
と
目
を

輝
か
せ
な
が
ら
将
来
の
夢
を
語
っ

た
。
桂
妃
菜
さ
ん
も
「
が
ん
の
研

究
を
し
て
副
作
用
の
苦
し
み
を
取

り
除
き
た
い
」
と
大
き
な
目
標
を

語
り
、
会
場
を
沸
か
せ
た
。

　

最
後
に
審
査
委
員
長
の
近
藤
直

美
教
授（
経
済
学
部
）が
「
１７
歳
の

一
瞬
を
文
章
と
し
て
留
め
た
作
品

に
、
い
つ
も
自
分
の
人
生
を
見
直

す
力
を
与
え
て
も
ら
っ
て
い
る
。

皆
さ
ん
も
自
身
の
作
品
を
読
み
返

す
こ
と
が
、
そ
の
時
々
の
人
生
の

力
に
な
る
と
思
う
」
と
講
評
し
懇

親
会
が
お
開
き
と
な
っ
た
。

堀之内さん

土橋さん

岩下さん

岩崎さん
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OSAKA5GO!
　WALKは今回が初の
試みですが、沢山の方が参
加してくださり、手応えを感じ
ています。健康ウオークと防災と
いう二つのテーマをもつ本イベン
トが今後さらに楽しく、盛り上
るよう努力していきたいと
思います。

見る、考える、体験する
楽しみながら防災に触れる一日。

イベント　シンポジウム　etc.

　
Ｄ
館
前
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
午

前
９
時
１５
分
よ
り
、
２０
、
１０
、
５
㎞
ウ

オ
ー
ク
参
加
者
を
激
励
す
る
セ
レ
モ
ニ

ー
を
順
次
開
催
。
共
催
の
北
岡
均
東
淀

川
区
長
、
藤
本
二
郎
理
事
長
、
德
永
光

俊
学
長
が
各
コ
ー
ス
の
出
発
時
に
挨
拶

を
述
べ
、
参
加
者
の
無
事
を
祈
っ
た
。

続
い
て
ス
テ
ー
ジ
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

ス
タ
ー
ト
。
本
学
の
学
生
に
加
え
、
地

元
の
バ
ト
ン
教
室
、
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
、

マ
マ
さ
ん
ゴ
ス
ペ
ル
も
次
々
登
壇
し
、

観
衆
を
湧
か
せ
た
。

■
大
に
ぎ
わ
い
の

	

特
設
ス
テ
ー
ジ

キャンパス

　

Ｃ
館
１
階
で
は
、
学
生
と

地
域
の
人
々
が
避
難
所
づ
く

り
に
挑
戦
。
体
育
マ
ッ
ト
が

敷
か
れ
た
床
に
、
段
ボ
ー
ル

箱
製
の
間
仕
切
り
、
簡
易
ベ

ッ
ド
を
作
っ
て
い
っ
た
。
膝

の
悪
い
参
加
者
は
、「
段
ボ
ー

ル
の
ベ
ッ
ド
は
椅
子
に
も
な

　

Ｄ
館
１
階
で
は
地
域
活
性

化
支
援
セ
ン
タ
ー
が
公
開
講

座
を
開
催
し
た
。
基
調
講
演

で
は
、
末
村
祐
子
経
済
学
部

客
員
教
授
が
阪
神
淡
路
・
東

日
本
大
震
災
以
降
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
拡
大
や
災
害

復
興
の
課
題
な
ど
を
紹
介
。

復
興
に
は
地
域
の
絆
が
欠
か

せ
な
い
こ
と
を
力
説
し
た
。

東
淀
川
区
防
災
担
当
係
長
が

地
域
の
取
り
組
み
状
況
を
報

告
し
た
。

　

続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

■防災意識を高めた避難所体験

■
改
め
て
防
災
・
減
災
を
考
え
る

　
〜
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　「
自
然
災
害
か
ら
の
復
興
と
地
域
の
絆
」

■
防
災・減
災
！	

多
彩
な
出
展
ブ
ー
ス

●
盛
況
な
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

協
賛
企
業
出
展
ブ
ー
ス
で

は
、
防
災
関
連
グ
ッ
ズ
な
ど

の
展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
。
避
難
所
用
の
紙
製
簡

易
間
仕
切
シ
ス
テ
ム
や
保
存

性
の
高
い
非
常
食
な
ど
、
各

企
業
が
提
供
す
る
防
災
グ
ッ

ズ
に
、
見
学
者
は
高
い
関
心

を
寄
せ
た
。
本
学
防
災
協
議

会
の
ブ
ー
ス
で
は
、
キ
ッ
チ

ン
ペ
ー
パ
ー
・
マ
ス
ク
な
ど

の
作
り
方
を
指
南
。
東
淀
川

区
役
所
ブ
ー
ス
で
は
、
災
害

時
に
強
い
身
体
づ
く
り
支
援

と
し
て
健
康
情
報
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
、
啓
発
活
動
を
行

っ
た
。

シ
ョ
ン
で
は
梅
村
仁
経
済
学

部
教
授
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
務
め
た
。
話
題
は
災
害

時
の
情
報
発
信
な
ど
。
質
疑

応
答
で
は
「
災
害
時
、
高
齢

者
に
学
生
は
何
が
で
き
る
か
」

赤
瀬
廉
さ
ん（
経
済
学
部
２
年

生
）、「
海
抜
が
低
い
地
域
の

避
難
所
は
津
波
に
対
応
で
き

る
の
か
」
谷
口
貴
紀
さ
ん（
経

済
学
部
２
年
生
）な
ど
の
質
問

に
、
パ
ネ
ラ
ー
が
真
摯
に
答

え
て
い
た
。

り
、
あ
り
が
た
い
」
と
喜
ん

で
い
た
。
学
生
広
報
隊
１４
名

も
避
難
所
体
験
に
参
加
。
フ

ロ
ア
に
は
大
阪
府
危
機
管
理

室
の
防
災
・
減
災
の
取
り
組

み
紹
介
パ
ネ
ル
も
展
示
さ
れ

た
。

●
ミ
ニ
消
防
車
出
動
、 

　
地
震
・
煙
中
体
験
も

　

東
淀
川
消
防
署
は
防
災
・

減
災
啓
発
活
動
と
し
て
、
ミ

ニ
消
防
車
、
強
い
地
震
を
体

験
で
き
る
起
震
車
、
煙
中
体

験
テ
ン
ト
を
出
展
。
参
加
者

は
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め

て
認
識
し
て
い
た
。

（人
間科
学部教授）のコメント

若吉
浩二実行委員長



2018年1月11

産
官
学
・
地
域	

と

	「
つ
な
が
る
力
」を
実
感

学
長
も
参
加
！

学
生
も
大
活
躍
！

―
実
際
に
歩
か
れ
て
み
て

い
か
が
で
し
た
か
？

　

毎
日
通
勤
時
に
自
転
車
に

乗
っ
て
い
る
の
で
余
裕
だ
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
最

後
の
１
㎞
は
さ
す
が
に
疲
れ

ま
し
た（
笑
）。
少
し
寒
か
っ

ウオーク

防
災
意
識
の
向
上
と
学
生
の

活
躍
を
見
て
も
ら
う
機
会
に

た
け
れ
ど
、
歩
く
う
ち
に
温

か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
し
、

大
学
周
辺
の
ま
ち
並
み
も
見

ら
れ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。

皆
さ
ん
と
歩
き
な
が
ら
、
い

ろ
い
ろ
と
お
話
も
で
き
ま
し

た
。「
来
年
も
参
加
し
て
く
だ

さ
い
ね
」
と
お
願
い
し
て
お

き
ま
し
た
よ
。

―
防
災
と
い
う
観
点
で
は

い
か
が
で
す
か
？

　

避
難
場
所
を
巡
り
な
が
ら
、

要
所
に
置
か
れ
た
解
説
の
プ

　硬式野球部の一員と
して、チェックポイント係
を務めました。防災につ
いて今まで意識したこと
はなかったけれど、大学
近辺に一人暮らしの身と
しては、町の避難場所を
知っておくのはとても大
切なことだと感じました。

三鬼克斗さん
（経営学部1年生）

参 加 学 生 Ｖ Ｏ Ｉ Ｃ Ｅ

　アメフト部では、選
手が20km、私たちマ
ネージャーは5kmに挑
戦しました。普段歩くの
は、家から最寄り駅の
間ぐらいですが余裕でし
た！こうしてのんびり町
の風景を見ながら歩く
のって良いですね。

金澤美奈さん
（経営学部1年生）

　20kmをなめていま
した･･･。ラグビー部な
ので、体力には自信が
あったんですが、しんど
かった。練習の方が楽
ですよ。でも、防災の
ことを考えるきっかけに
もなりましたし、楽しか
ったです。

小川祐司さん
（経済学部2年生）

　スタッフとして5kmを
歩きましたが、いろんな
人と話しができて良かっ
たです。こういうイベン
トは社会的な意義もあり
ますが、硬式野球部が日
頃お世話になっている大
学に恩返しできる機会で
もあるんです。年2回ぐ
らいの開催でもいいんじ
ゃないかなと思いました。

羽場智さん
（経営学部3年生）

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
防
災
ウ
オ
ー
ク
」
は
、
東

淀
川
区
の
災
害
時
避
難
所
で
も
あ
る
大
阪
経
済
大
学
を
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
し
、
川
沿
い
を
中
心
に
防
災
施
設
等

を
巡
り
な
が
ら
歩
く
。
コ
ー
ス
は
、
５
㎞
、
１０
㎞
、
２０
㎞
の

３
つ
。
自
身
の
体
力
に
合
わ
せ
て
７
５
０
名
を
超
え
る
一
般

参
加
者
、
学
生
が
挑
ん
だ
。
ま
た
、
学
生
は
運
営
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
も
奮
闘
。
５
㎞
に
挑
戦
し
た
本
学
の
德
永
光
俊

学
長
も
、
目
を
細
め
る
活
躍
ぶ
り
だ
っ
た
。

　平成28年12月に瑞光寺公園に設置された
「かまどベンチ」に初点火した。普段はベンチ
だが、災害時には“かまど”に変身して、炊き
出しや暖をとるのに重用する。
　今回は町内会の方々が温かいお茶を振舞っ
てくれ、ウオーク参加者には憩いのひと時と
なった。

	「
か
ま
ど
ベ
ン
チ
」で

お
茶
の
サ
ー
ビ
ス
♪

ラ
カ
ー
ド
な
ど
を
見
て
も
ら

う
こ
と
で
、
ま
た
、
東
淀
川

区
役
所
様
と
協
賛
企
業
様
の

ご
協
力
も
あ
り
、
皆
さ
ん
の

防
災
意
識
を
高
め
ら
れ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
開
催
に
際
し
て
、
沢
山

の
方
の
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。

　

産
官
学
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
も
と
、
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
、
ウ
オ
ー
ク

参
加
者
な
ど
こ
れ
だ
け
多
く

の
方
に
集
ま
っ
て
頂
け
た
。

改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
本
学
が
掲
げ
る
「
つ
な

が
る
力
」
を
具
現
化
で
き
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

本
学
の
教
職
員
、
学
生
の
尽

力
な
く
し
て
こ
の
イ
ベ
ン
ト

の
成
功
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
特
に
学
生
は
、
一
緒
に

学長にお
話を

聞いてみ
ました！

歩
い
た
り
、
誘
導
係
な
ど
で

大
変
な
活
躍
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
多
く
の
人
が
集
う
機

会
に
、
学
生
の
活
躍
ぶ
り
と

大
学
そ
の
も
の
を
見
て
頂
け

た
こ
と
は
、
と
て
も
有
意
義

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

地域の
方々が
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上
相
手
に
善
戦
も
、
前
半
の

戦
い
ぶ
り
を
考
え
れ
ば
悔
し

い
結
果
に
終
わ
っ
た
。

　

前
途
は
険
し
く
な
っ
た
が
、

試
合
後
は
涙
を
流
す
な
ど
、

勝
利
へ
の
気
概
を
十
分
に
感

じ
さ
せ
て
く
れ
る
ゲ
ー
ム
内

容
だ
っ
た
。「
皆
が
１
０
０
％

を
超
え
る
力
を
発
揮
す
れ
ば
、

不
可
能
は
あ
り
ま
せ
ん
」。
誰

一
人
、
諦
め
て
は
い
な
い
。

VOICE
●望月久義 助監督
　全体的に硬さが見えた大会でし
たが、良い経験になったと思います。
これからも彼女たちの応援団として、

大学ができるサポートを考えていきたいと思っ
ています。また選手たちは、控えの選手や家族
など沢山の人の気持ちを背負って出場している
ことを認識し、感謝の気持ちを持って弓を引い
てほしいと思います。

●中田梨花 主将（人間科学部4年生）
　部員全体の技術力や意気込みは高
い状態で臨めたと思いますが、本番
で出し切るメンタル面が弱く、残念な

結果になってしまいました。自分と向き合い突き
詰め、良い結果を残せるよう、主将として努力し
ていきたい。部員全体の仲の良さに甘えず、その
チームワークを勝つために活かしていきたいです。

●道関彩夏 主将 
　（経済学部4年生）
　前半は格上の近畿大
学相手に、私たちの持ち
味である足を使った速い
攻めができました。しか
し後半、抑えていたはず
の個人のテクニックやス

ピードについていけず、力負け。本当に
悔しい敗戦でした。ゴーリーの頑張りに
助けられた部分が大きく、課題としてい
た全員守備が徹底できなかったことも
敗戦の要因だと思っています。最後まで
気持ちを切らさずに、残りの試合も全
力で挑みます。

　

第
６５
回
全
日
本
学
生
弓
道

選
手
権
大
会（
全
日
本
学
生
弓

道
連
盟
）が
、
２
０
１
７
年
８

月
１２
〜
１４
日
、
神
戸
総
合
運

動
公
園
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

神
戸
で
行
わ
れ
、
１３
日（
日
）

の
女
子
団
体
戦
予
選（
３
人
１

チ
ー
ム　

１
人
４
射
・
計
１２

射 

制
限
時
間
７
分
）に
、
本

学
弓
道
部（
女
子
）の
中
田
梨

花
さ
ん（
人
間
科
学
部
４
年

生
）、
野
間
し
ほ
さ
ん（
経
済

学
部
３
年
生
）、
大
橋
加
奈
さ

キ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
封
じ

足
を
使
っ
た
攻
め
が
奏
功

　

昨
年
３
部
か
ら
昇
格
し
、

今
季
は
６
チ
ー
ム
で
争
わ
れ

る
２
部
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
に
属
す

る
大
経
大
。
今
日（
９
月
９

日
）ま
で
３
連
敗
で
、
自
動
降

格
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
た

状
況
で
迎
え
た
相
手
は
、
同

ブ
ロ
ッ
ク
首
位
の
近
畿
大
学
。

道
関
主
将
は
じ
め
選
手
全
員

が
「
格
上
」
と
認
め
る
が
、

物
怖
じ
し
て
い
る
わ
け
に
は

　
　
「
１
０
１
％
を
出
し
切
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
今
年

「
2
部
残
留
、
過
去
最
高
順
位
」
を
掲
げ
て
き
た
ラ
ク
ロ
ス

部
が
窮
地
だ
。
関
西
学
生
リ
ー
グ
で
惜
敗
が
続
い
て
お
り
、

選
手
た
ち
の
目
の
色
が
変
わ
っ
て
い
る
。

新
入
部
員
が
増
え
、 

レ
パ
ー
ト
リ
ー
拡
大

　

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
の
主
な

活
動
は
、
体
育
会
系
部
活
動

の
試
合
の
応
援
、
ま
た
大
学

祭
な
ど
の
大
学
行
事
に
も
欠

　

華
や
か
な
演
技
で
見
る
人
を
魅
了
す
る
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｓ
が
、
２
０
１
７
年
１２
月
９
日（
土
）、
本
学
Ａ
館

フ
レ
ア
ホ
ー
ル
で
創
部
以
来
初
の
単
独
公
演
を
開
催
。
公
演

へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
進
む
中
、
練
習
の
様
子
や
公
演
に

向
け
て
の
心
構
え
を
紹
介
す
る
。（
※
１１
月
１６
日
に
取
材
し
ま

し
た
）

か
せ
な
い
存
在
だ
。
４
月
の

新
入
生
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

吹
奏
楽
総
部
と
の
コ
ラ
ボ
で

ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ
た
。

キ
ャ
プ
テ
ン
の
津
和
﨑
玲
子

さ
ん（
経
済
学
部
３
年
生
）は

「
週
２
回
の
全
体
練
習
の
他
、

授
業
の
空
き
時
間
を
使
っ
て

ダ
ン
ス
や
筋
ト
レ
、
バ
ラ
ン

ス
を
強
化
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
続
け
て
い
ま
す
。
学
業

と
の
両
立
に
つ
い
て
は
、
ゼ

ミ
の
先
生
や
仲
間
が
気
を
つ

け
て
く
れ
て
い
ま
す
」
と
話

す
。

　

現
在
部
員
は
２６
名
。
ほ
ぼ

半
数
が
１
年
生
。「
今
年
度
は

部
員
が
増
え
た
の
で
、
念
願

の
単
独
ス
テ
ー
ジ
が
で
き

る
！
」
と
考
え
た
津
和
﨑
さ

ん
は
、
吹
奏
楽
総
部
の
定
期

演
奏
会
で
顔
を
合
わ
せ
た
際

に
、
德
永
光
俊
学
長
に
直
談

判
し
た
。
情
熱
に
打
た
れ
た

学
長
は
単
独
公
演
の
開
催
を

快
諾
。
コ
ー
チ
招
聘
な
ど
の

サ
ポ
ー
ト
も
し
て
く
れ
た
。

一
人
ひ
と
り
が
主
人
公

　

招
聘
さ
れ
た
一
人
で
あ
る

宮
村
陽
子
コ
ー
チ
は
、
海
外

で
も
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の

創部以来初の単独公演に挑戦

チアリーダー部チアリーダー部チアリーダー部

ん（
経
営
学
部
１
年
生
）が
出

場
。
的
中
９
中
以
上
の
２４
大

学
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進

出
と
な
り
、
総
的
中
数
が
８

的
の
本
学
は
惜
し
く
も
予
選

敗
退
と
な
っ
た
。

　

翌
１４
日（
月
）に
は
女
子
個

人
戦
決
勝
射
詰
※（
勝
ち
残
り

形
式
）が
行
わ
れ
、
７
月
２
日

（
日
）の
予
選
で
４
射
中
３
本

を
的
中
さ
せ
た
中
田
さ
ん
、

杉
岡
亜
純
さ
ん（
経
営
学
部
１

年
生
）、
大
橋
加
奈
さ
ん
が
出

で挑む戦い

い
か
な
い
。「
絶
対
に
勝
つ
と

い
う
気
持
ち
」
が
何
よ
り
大

切
だ
。

　

試
合
会
場
は
、
部
史
上
初

の
公
式
戦
使
用
と
な
る
本
学

の
摂
津
キ
ャ
ン
パ
ス
。
ホ
ー

ム
の
熱
の
こ
も
っ
た
応
援
に

も
後
押
し
さ
れ
、
開
始
早
々

か
ら
大
経
大
が
攻
勢
に
出
る
。

最
初
の
ド
ロ
ー
を
確
実
に
マ

イ
ボ
ー
ル
に
す
る
と
、
序
盤

は
近
大
を
圧
倒
。
ゲ
ー
ム
プ

ラ
ン
で
あ
る
「
相
手
の
キ
ー

プ
レ
ー
ヤ
ー
を
封
じ
な
が
ら

の
、
足
を
使
っ
た
ス
ピ
ー
ド

あ
る
攻
め
」
を
繰
り
出
し
て

い
く
。
Ｍ
Ｆ
山
口
の
先
制
点

を
皮
切
り
に
、
一
挙
に
２
点

を
先
取
。
そ
の
後
同
点
に
追

い
つ
か
れ
る
も
、
ゴ
ー
リ
ー

の
長
山
の
好
セ
ー
ブ
と
絶
え

間
な
い
運
動
量
、
決
定
力
を

発
揮
し
、
前
半
ス
コ
ア
４
対

３
、
１
点
を
リ
ー
ド
し
て
折

り
返
す
。

ラ
ク
ロ
ス
の
魅
力
と
　

恐
ろ
し
さ
を
垣
間
見
る

　

攻
め
て
い
る
か
と
思
え
ば
、

次
の
瞬
間
に
は
防
戦
に
な
っ

て
い
る
。
局
面
が
瞬
く
間
に

豹
変
し
て
い
く
様
は
、
ラ
ク

ロ
ス
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
の
魅

力
で
も
あ
り
、
恐
ろ
し
さ
で

も
あ
る
。「
こ
の
ま
ま
の
勢
い

で
い
き
た
か
っ
た
け
れ
ど

･･･

」。
道
関
主
将
が
嘆
息
し

第4節
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第28回関西学生ラクロスリーグ戦

VOICE

場
し
た
。

リ
ー
グ
初
制
覇 

王
座
決
定
戦
出
場

　

悔
し
い
思
い
を
胸
に
出
場

し
た
「
関
西
学
生
弓
道
リ
ー

グ
戦
」
で
初
優
勝
を
果
た
し
、

念
願
で
あ
っ
た
「
全
日
本
学

生
弓
道
女
子
王
座
決
定
戦
」

へ
出
場
し
た
。
的
中
率
上
位

１０
名
が
選
出
さ
れ
る
「
個
人

的
中
率
十
傑
」
に
２
名
選
出

さ
れ
、
第
３
位
と
な
っ
た
中

田
さ
ん
は
、「
第
４１
回
女
子
東

西
学
生
弓
道
選
抜
対
抗
試
合
」

に
西
軍
代
表
と
し
て
出
場
し

た
。

指
導
経
験
の
あ
る
チ
ア
の
専

門
家
。「
は
じ
め
は
彼
女
た
ち

の
控
え
め
な
様
子
を
見
て
、

『
本
当
に
熱
意
が
あ
る
の
か

な
』
と
疑
い
ま
し
た
。
で
も
、

教
え
た
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
吸

収
し
て
上
達
し
て
い
く
の
に

は
び
っ
く
り
。
目
の
輝
き
も

変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
」（
宮

村
コ
ー
チ
）。

　

単
独
ス
テ
ー
ジ
は
普
段
と

は
違
う
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
の

魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
。
ス
ポ
ー
ツ
応

援
の
様
子
の
ほ
か
、
Ｋ
―
Ｐ

ｏ
ｐ
や
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
な
ど

に
乗
せ
て
チ
ア
の
多
様
な
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。
宮
村

コ
ー
チ
も
「
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

は
全
員
が
主
役
。
ス
テ
ー
ジ

で
は
思
い
切
り
楽
し
ん
で
ほ

し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
て

い
る
。

※
射
詰
　
弓
道
の
個
人
競
技
・
決
勝

で
順
位
を
決
定
す
る
た
め
の
方
法
。

1
矢
ず
つ
放
ち
、
的
を
外
し
た
選

手
は
除
か
れ
、
最
終
的
に
残
っ
た

選
手
が
勝
ち
と
な
る
。

【
個
人
的
中
率
十
傑
】

第
３
位
：
中
田 

梨
花（
人
間
科
学
部

４
年
生
）　
第
６
位
：
和
田 

実
莉

（
人
間
科
学
部
３
年
生
）

た
よ
う
に
、
申
し
分
な
い
前

半
と
比
べ
、
後
半
は
近
大
の

地
力
に
圧
倒
さ
れ
る
。
同
点

に
追
い
つ
か
れ
る
と
、
立
て

続
け
に
４
失
点
。
制
し
て
い

た
は
ず
の
シ
ュ
ー
ト
や
中
盤

選
手
の
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て

い
け
な
い
場
面
が
目
立
つ
よ

う
に
な
る
。
攻
撃
で
は
、
前

半
は
左
右
中
央
と
多
彩
だ
っ

た
チ
ャ
ン
ス
の
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
が
後
半
に
な
る
と
単
発

の
カ
ウ
ン
タ
ー
と
ゴ
ー
ル
裏

か
ら
切
り
込
ん
で
の
シ
ュ
ー

ト
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
。

結
局
後
半
だ
け
で
８
失
点
。

３
得
点
の
執
念
を
見
せ
た
も

の
の
、
７
対
１１
の
敗
戦
。
格

絶
対
に
あ
き
ら
め
な
い
！

大健闘

101％
時
に
華
麗
に
、

時
に
力
強
く
！！

全国大会で

弓道部弓道部弓道部

津
和
﨑
主
将（
経
済
学
部
３
年
生
）

宮
村
コ
ー
チ

ラクロス部ラクロス部ラクロス部
経スポ経スポ経スポ


